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まちの総合情報誌
KUMIYAMA TOWN PUBLIC RELATIONS

　

久
御
山
町
小
学
校
児
童
駅
伝
大
会
が
、
11
月
14
日
、
東
角
小
学
校
付
近
を
周
回
す
る
6
区

間
10.

６
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
５
・
６
年
生
各
５
チ
ー
ム
60
人
が
順
位
を
競
い
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
チ
ー
ム
メ
イ
ト
か
ら
タ
ス
キ
を
受
け
取
る
と
、
多
く
の
人
が
声
援
を
送
る
な

か
、
元
気
よ
く
雨
上
が
り
の
コ
ー
ス
へ
走
り
だ
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
５･

６
年
生
と
も
佐
山
小
学
校
チ
ー
ム
が
1
位
に
輝
き
ま
し
た
。

タ
ス
キ
と
気
持
ち
を
つ
な
い
で   

小
学
校
駅
伝    
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■
必
要
書
類

　

10
月
か
ら
日
本
国
内
に
住
民
票
を
有
す
る
全
住
民
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ

ー
ド
と
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
書
が
順
次
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
11

月
中
旬
頃
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
い
て
い
ま
す
か
。
ま
だ

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
住
民
福
祉
課
に
返
戻
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
12
月
3
日
～
9
日

　

障
害
者
週
間

●
12
月
4
日
～
10
日

　

人
権
週
間

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
人
は
…

　

通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
人
、
ま
た
は
町
内
転
居
を
し
て
前
住

所
地
で
受
け
取
り
が
で
き
な
い
人
で
、
返
戻

さ
れ
た
通
知
カ
ー
ド
の
裏
面
に
「
役
場
で
新

住
所
の
記
載
を
し
て
か
ら
受
け
取
る
こ
と
を

希
望
し
た
人
」（
裏
書
対
応
）
は
、
次
の
必
要

書
類
を
持
参
の
う
え
、
住
民
福
祉
課
の
窓
口

へ
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
住
民
福

祉
課
で
は
3
か
月（
お
お
む
ね
2
月
末
ま
で
）

保
管
し
ま
す
。

　
「
障
害
者
週
間
」
は
、
私
た
ち
誰
も
が
障

害
や
障
害
者
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
障
害
者
が
自
立
と
積
極
的
な
社
会

参
加
の
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
で
は
、
平
成
27
年
４
月
に
『
京
都

府
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
安
心
し

て
い
き
い
き
と
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り

条
例
』
が
施
行
さ
れ
、
障
害
の
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
、
み
ん
な
が
お
互
い
に
か
け
が

え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
し
あ
い
な
が
ら
、

共
に
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
し
や
す
い

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
も
こ
の
条
例
に
準
じ
て
、
引
き
続
き

障
害
者
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
障
害
者
週
間
」
を
機
会
に
障
害
者
福
祉

　

12
月
4
日
か
ら
10
日
は「
人
権
週
間
」で
す
。

　

人
権
に
つ
い
て
関
心
が
な
か
っ
た
り
、
関

係
が
な
い
な
ど
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん

か
？　

人
権
問
題
に
対
し
て
、
自
分
が
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
基
本
的
人
権
は
、
日
本
国
憲
法

に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

　

本
人
確
認
書
類
／
①
官
公
署
発
行
の
顔
写

真
入
り
の
身
分
証
明（
運
転
免
許
証
な
ど
）１

点
ま
た
は
、
②
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
な
し

の
身
分
証
明
（
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
な

ど
）２
点　

※
上
記
書
類
を
所
持
し
て
い
な

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
は
届
い
て
い
ま
す
か

共
に
安
心
し
て
、
い
き
い
き
と
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を

い
場
合
は
住
民
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

代
理
の
場
合
は
…
代
理
人
の
身
分
証
明

（
上
記
本
人
確
認
書
類
①
ま
た
は
②
）、
代
理

権
の
わ
か
る
書
類
（
法
定
代
理
人
の
場
合
は

戸
籍
謄
本
な
ど
そ
れ
を
証
明
す
る
も
の
、
任

意
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
な
ど
）

■
通
知
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
に

　

変
更
が
あ
る
場
合

　

裏
書
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
通

知
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
書
類
を
持
参
の
う
え
、

住
民
福
祉
課
の
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル

０
１
２
０（
９
５
）０
１
７
８
、
ま

た
は
住
民
福
祉
課

を
身
近
な
こ
と
と
し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
窓
口

　

障
害
の
あ
る
人
が
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
」
安
心
し
て
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
相
談
窓
口
と
し
て
町
住
民
福

祉
課
の
ほ
か
、
次
の
機
関
や
町
の
委
嘱
を
受

け
た
相
談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な

ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
関
係
機
関
】

▼
相
談
支
援
事
業
所
「
わ
お
」（
久
御
山
町
森
）

　

☎
０
７
５（
６
３
２
）１
５
７
６
、
FAX
０ 

　

７
５（
８
７
４
）５
５
１
０

▼
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ー
も
に

　

ぃ
」（
城
陽
市
枇
杷
庄
）☎
０
７
７
４（
５
５
）

　

５
９
８
１
、
FAX
０
７
７
４（
５
５
）５
９
８
２

▼
相
談
支
援
事
業
所
「
り
あ
ん
」（
京
田
辺
市

　

河
原
）
☎
０
７
７
４（
２
９
）５
７
０
７
、

　
FAX
０
７
７
４（
２
６
）１
８
６
８

【
身
体
障
害
者
相
談
員
】（
敬
称
略
）

　

岸
喜
代
至
、
武
元
貴
久
男
、
服
部
浩
子

【
知
的
障
害
者
相
談
員
】（
敬
称
略
）

　

藤
田
倫
子

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課
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ポ
ス
タ
ー
部
門
で
渡
邊
さ
ん
が

京
都
府
明
推
協
会
長
賞
に

模
擬
投
票
で
選
挙
を
体
験

　
　
　
　

久
御
山
中
で
出
前
講
座

模擬投票で「有権者」にマニフェストを発
表する「立候補役」の生徒

渡邊圭さん（東角小5年）
の作品

　

町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
今
年

の
夏
休
み
に
小
・
中
学
生
を
対
象
に
啓
発
ポ

ス
タ
ー
と
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、

ポ
ス
タ
ー
81
点
、
標
語
２
０
８
点
の
応
募
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

９
月
15
日
に
町
役
場
で
審
査
会
を
行
い
、

ポ
ス
タ
ー
部
門
で
特
選
４
点
、
入
選
６
点
、

標
語
部
門
で
特
選
17
点
を
選
び
ま
し
た
。

　

両
部
門
の
特
選
作
品
は
、
京
都
府
の
２
次

審
査
に
出
品
し
、
ポ
ス
タ
ー
部
門
で
東
角
小

学
校
５
年
の
渡
邊
圭
さ
ん
の
作
品（=

写
真

=

）が
、
京
都
府
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

会
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
久
御
山

中
学
校
１
年
の
岸
京
花
さ
ん
の
作
品
が
入
選

に
、
御
牧
小
学
校
５
年
の
内
田
愛
梨
さ
ん
の

作
品
が
佳
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

標
語
部
門
で
は
、
佐
山
小
学
校
５
年
の
青

山
輝
さ
ん
の
「
日
本
の
未
来
を
動
か
す
そ
の

一
票
」
と
、
久
御
山
中
学
校
２
年
の
山
鹿
浩

　

10
月
29
日
、
久
御
山
中
学
校
３
年
生

１
4
０
人
を
対
象
に
、
選
挙
啓
発
に
係
る
出

前
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
主
権
者
教
育
の
充
実
と
、
来
年

夏
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か
ら
選
挙
権
年

齢
が
18
歳
に
な
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

啓
発
と
周
知
を
目
的
と
し
て
、
町
選
挙
管
理

委
員
会
と
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
が
行
っ

た
も
の
で
す
。

　

１
時
限
目
か
ら
４
時
限
目
を
利
用
し
て
ク

考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち 

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心

差
別
や
い
じ
め
、
偏
見
な
ど
、
多
く
の
人
権

問
題
が
至
る
所
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
何
気

な
い
言
葉
や
態
度
で
傷
つ
き
、
苦
し
ん
で
い

る
人
も
い
ま
す
。

　

人
権
問
題
は
、
小
さ
な
気
付
き
が
解
決
に

つ
な
が
り
ま
す
。
例
え
ば
、
近
所
で
お
年
寄

り
や
障
害
者
が
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？　

自

分
の
周
囲
に
い
じ
め
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
相
手
を
傷
付
け
る

言
葉
を
発
信
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

人
と
人
と
が
思
い
や
り
、
お
互
い
の
良
い

と
こ
ろ
を
認
め
合
い
、
誰
も
が
幸
せ
に
生
き

る
権
利
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

12
月
4
日
㈮
午
後
3
時
30
分
か
ら
イ
オ
ン

久
御
山
店
と
そ
の
周
辺
で
人
権
意
識
向
上
を

目
指
し
て
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
人
権
相
談

　

人
権
侵
害
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
不
当
な
差

別
や
暴
行
・
虐
待
な
ど
は
一
人
で
悩
ま
ず
総

務
課
、
ま
た
は
住
民
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

毎
月
、
第
2
火
曜
日
は
役
場
で
人
権
擁
護

委
員
が
人
権
擁
護
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
人
権
擁
護
委
員
】（
敬
称
略
）

　

今
村
暁
子
、
小
西
義
清
、
平
岡
滋
美
、
藤

田
玉
昭

問
合
せ
／
総
務
課
、
住
民
福
祉
課

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

輔
さ
ん
の
「
そ
の
一
票
未
来
に
つ
づ
く
道
づ

く
り
」
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

町
の
審
査
で
特
選
・
入
選
に
選
ば
れ
た
の

は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す（
敬
称
略
）。

　

な
お
、
特
選
・
入
選
作
品
は
、
明
る
い
選

挙
の
啓
発
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
【
ポ
ス
タ
ー
部
門
】
▽
特
選　

丸
山
し
づ

く（
佐
山
小
６
年
）、
内
田
愛
梨（
御
牧
小
５

年
）、
渡
邊
圭（
東
角
小
５
年
）、
岸
京
花（
久

御
山
中
１
年
）　

▽
入
選　

日
比
浩
斗（
佐
山

小
５
年
）、
岩
崎
将
成（
御
牧
小
５
年
）、
大

宮
有
理
子（
御
牧
小
６
年
）、
東
慎
之
助（
久

御
山
中
１
年
）、
石
田
日
奈
乃（
久
御
山
中
１

年
）、
岩
﨑
眞
奈（
久
御
山
中
１
年
）

　
【
標
語
部
門
】
▽
特
選　

青
山
輝（
佐
山
小

５
年
）、
別
所
彩
葉（
佐
山
小
５
年
）、
大
澤

瑠
花（
佐
山
小
６
年
）、
近
藤
樹（
佐
山
小
６

年
）、
田
中
桃
百
那（
佐
山
小
６
年
）、
長
尾

天
嵩（
佐
山
小
６
年
）、
濱
名
楓
雅（
佐
山
小

６
年
）、
山
根
光
雅（
佐
山
小
６
年
）、
上
野

美
貴（
御
牧
小
４
年
）、
片
岡
豊
晶（
御
牧
小

５
年
）、
小
山
優
太（
御
牧
小
５
年
）、
辰
己

翔
大（
御
牧
小
５
年
）、
大
宮
有
理
子（
御
牧

小
６
年
）、
樋
口
も
え（
御
牧
小
６
年
）、
東

慎
之
助（
久
御
山
中
１
年
）、
増
本
英
桜（
久

御
山
中
１
年
）、
山
鹿
浩
輔（
久
御
山
中
２

年
）

ラ
ス
ご
と
に
公
民
の
授
業
と
し
て
実
施
。
初

め
に
選
挙
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
を
行
い
、
そ

の
後
、「
久
御
山
中
学
校
校
長
選
挙
」
と
し
て

模
擬
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

　

模
擬
投
票
で
は
、
ま
ず
各
ク
ラ
ス
３
人
の

立
候
補
役
の
生
徒
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
発
表

し
た
後
、
ク
ラ
ス
全
員
が
選
挙
で
実
際
に
使

用
す
る
記
載
台
や
投
票
箱
を
使
っ
て
、
投
票

し
ま
し
た
。

　

投
票
し
た
生
徒
は
、「
思
っ
た
よ
り
投
票
は

簡
単
だ
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
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くみやま
フォトグラ

フ

▲�着物リメイク・ＳＫＹ手縫いクラブが自作の洋服で
ファッションショー

▲手話サークルいちごの手話コーラス

▲和音くみやま作業所保護者会の綿菓子に長蛇の列

▲太極拳サークルの演舞

▲マカレアがフラダンスで会場に彩りを

▲秀逸な作品がズラリと

　

今
年
で
40
回
目
を
迎
え
た
久
御
山
町
民
文

化
祭
が
、11
月
７
日
、８
日
の
２
日
間
に
わ
た

っ
て
中
央
公
民
館
を
中
心
に
行
わ
れ
、
約
５
，

０
０
０
人
の
来
場
者
で
賑
わ
う
中
、〝
住
民
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
”が
芸
術
の
秋
を
演
出
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
絵
画
や
陶

芸
、
写
真
な
ど
日
ご
ろ
磨
い
た
感
性
豊
か
な

作
品
が
勢
ぞ
ろ
い
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
コ
ー

ラ
ス
や
舞
踊
、
楽
器
演
奏
な
ど
が
発
表
さ
れ
、

会
場
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
中
庭
広
場
に
は
、
食
べ
物
や

旬
の
野
菜
、
手
作
り
品
な
ど
を
販
売
す
る
ブ

ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
人
気
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

長
い
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
午
後
か
ら
は
、
地
元
宇
城
久
出

身
の
J
ポ
ッ
プ
バ
ン
ド「
Ｄ
Ｕ
Ｆ
Ｆ
」が
出
演
。

最
後
に
、
町
内
の
児
童
・
生
徒
が
ス
テ
ー
ジ

を
共
に
し
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
声
を
披
露

し
、
文
化
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。

“
住
民
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
”芸
術
の
秋
演
出  

第
40
回
町
民
文
化
祭
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▲子どもたちの力作も展示

▲�久御山産新鮮野菜も人気�
（文化祭実行委員会)

▲�ＤＵＦＦのライブ。最後に町内児童との合唱で盛り上がりました。

▲�明るい選挙キャラクターの�
「選挙のめいすいくん」も登場

▲�茶道サークルの茶席で、ゆっく
りと

▲�ミニ消防車に乗車体験

▲感性豊かな作品にうっとり

▲おいしそうな香りに誘われて（商工会青年部の焼きそば）

▲おいしく焼いています。田井まなび塾の焼きトウモロコシ



平成27年12月1日くみやままちの総合情報誌  広報 6

一
般
会
計　

歳
入 

  

町
税
は
2.1
％
増
加

　

一
般
会
計
の
決
算
額
を
前
年
度
と
比
較
す�

る
と
、
歳
入
総
額
は
1
億
５
，２
８
９
万
円�

（
2.2
％
）
減
少
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、
地
方
債

の
借
入
で
あ
る
町
債
が
1
億
５
，４
７
０
万

円
（
88.

９
％
）減
少
し
た
こ
と
が
主
な
要
因

で
す
。

　

歳
入
の
柱
と
な
る
町
税
は
、町
内
企
業
の

平
成
26
年
度
の
久
御
山
町
の
決
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
67
億
５
，７
１
０
万
円
（
1
万
円
未
満
四
捨
五
入
。
以
下
同
じ
）、

歳
出
総
額
は
65
億
２
，２
５
２
万
円
で
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
、
2

億
３
，４
５
８
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
中
身
を
見
る
と
、
町
の
預
貯
金
に
あ
た
る
財
政
調
整
基
金
な
ど
か
ら
3
億
円

近
く
取
り
崩
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
除
い
た
実
質
単
年
度
収
支
で
は
2
億
１
，１
０
６
万
円

の
赤
字
と
な
り
、
依
然
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

※　

�

平
成
26
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
町
議

会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

増
益
な
ど
に
よ
り
、法
人
町
民
税
が
増
収
し
、

町
税
全
体
で
2.1
％
増
え
、46
億
１
，２
７
３
万

円（
歳
入
総
額
の
68.
３
％
）と
な
り
、2
年
連

続
し
て
増
加
し
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、国
の
補
助
事
業
の
減
少

に
よ
り
、
1
億
６
１
６
万
円
（
19.
０
％
）
減

の
4
億
５
，１
４
２
万
円
、府
支
出
金
は
、強

い
農
業
づ
く
り
対
策
事
業
補
助
金
な
ど
の
増

に
よ
り
９
，９
９
６
万
円
（
29.

２
％
）増
加
し

ま
し
た
。

　

町
の
預
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
な
ど

基
金
か
ら
の
繰
入
金
は
、前
年
度
よ
り
10.

７

％
減
少
し
ま
し
た
が
、そ
れ
で
も
2
億
９
，０

０
５
万
円
（
歳
入
全
体
の
4.3
％
）
を
取
り
崩

し
て
、や
り
繰
り
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計　

歳
出 

  

人
件
費
は
3.9
％
の
減

　

歳
入
の
減
少
と
同
様
、歳
出
総
額
も
前
年

度
比
1
億
７
，９
１
４
万
円
（
2.7
％
）減
少
し

ま
し
た
。

お
知
ら
せ
し
ま
す

町
の
財
政
状
況

ま
ち
の
預
貯
金
か
ら
3
億
円
近
く
取
り
崩
し
て
や
り
繰
り

平
成
26
年
度
決
算
の
概
要

会計別決算額� ▲はマイナス
会計名 歳入総額 歳出総額 差引額

一般会計 67億5,710万円 65億2,252万円 2億3,458万円

特
別
会
計

国民健康保険 21億2,365万円 21億4,264万円 ▲1,899万円
三郷山財産区 534万円 495万円 39万円
公共下水道事業 9億317万円 8億9,636万円 681万円
介護保険 11億9,781万円 11億6,581万円 3,200万円
後期高齢者医療 1億8,708万円 1億8,538万円 170万円

水道事業（収益的収支） 5億3,581万円 5億2,110万円 1,471万円



　

毎
年
必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

経
費
を
義
務
的
経
費
と
い
い
、
人
件
費
、
扶

助
費
、
公
債
費
が
あ
り
ま
す
。人
件
費
は
職

員
の
新
陳
代
謝
な
ど
に
よ
り
、７
，４
０
１
万

円
（
3.9
％
）減
少
し
ま
し
た
が
、児
童
手
当
や

障
害
者
支
援
事
業
な
ど
の
扶
助
費
は
３
，３

３
５
万
円
（
3.7
％
）増
え
て
い
ま
す
。以
前
に

町
が
借
り
た
お
金
の
返
済
で
あ
る
公
債
費
も

１
，８
３
１
万
円（
3.4
％
）増
加
し
ま
し
た
。

　

一
方
、道
路
整
備
や
施
設
建
設
な
ど
に
充

て
る
普
通
建
設
事
業
費
は
、前
年
度
に
中
学�

校
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
が
終
了
し
た�

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
4
億
２
，８
０
５
万
円�

（
74.

９
％
）減
少
し
ま
し
た
。

民
生
費
増
え
、 

教
育
・
土
木
費
な
ど
は
減

　

歳
出
の
款
別
（
目
的
別
）割
合
で
は
、高
齢

者
や
児
童
、障
害
者
福
祉
な
ど
の
民
生
費
が

最
も
多
く
21
億
２
，９
７
０
万
円
（
歳
出
全

体
の
32.

７
％
）で
、前
年
度
比
4.0
％
の
増
。次

い
で
電
子
計
算
経
費
や
防
災
、選
挙
関
係
な

ど
の
総
務
費
が
9
億
６
，７
８
１
万
円
（
同

14.

８
％
）で
2.5
％
増
え
て
い
ま
す
。教
育
費

は
、小
学
校
の
施
設
改
修
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

施
設
指
定
管
理
料
な
ど
、前
年
度
比
20.

５
％

減
の
8
億
６
，５
３
３
万
円
（
同
13.

３
％
）、

土
木
費
は
、北
川
顔
・
東
一
口
線
道
路
改
良
工

事
や
巡
回
バ
ス
運
行
な
ど
5
億
７
，７
６
８

万
円
（
同
8.9
％
）支
出
し
ま
し
た
が
、前
年
度

よ
り
6.5
％
減
少
し
ま
し
た
。

経
常
収
支
比
率
、 

や
や
回
復
し
た
も
の
の
…

　

財
政
状
況
を
分
析
す
る
「
モ
ノ
サ
シ
」
の

一
つ
に
「
経
常
収
支
比
率
」
が
あ
り
ま
す
。こ

れ
は
、町
税
な
ど
毎
年
経
常
的
に
入
る
お
金

に
対
し
て
、
人
件
費
や
扶
助
費
、
公
債
費
な

ど
、毎
年
必
ず
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

お
金
が
占
め
て
い
る
割
合
の
こ
と
で
す
。こ

の
割
合
が
高
い
ほ
ど
、自
由
に
使
っ
た
り
、預

貯
金
す
る
お
金
に
余
裕
が
な
く
、財
政
状
況

が
硬
直
化
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

グ
ラ
フ
①
は
、過
去
10
年
間
の
経
常
収
支

比
率
の
推
移
で
す
。平
成
20
年
度
以
降
年
々

高
く
な
り
（
硬
直
化
が
進
み
）、
24
年
度
に

95.

８
％
に
達
し
て
い
ま
す
。こ
の
時
、自
由

に
使
え
る
お
金
は
、収
入
の
4.2
％
で
し
た
。そ

の
後
25
年
度
に
93.

０
％
、
26
年
度
が
91.

７

％
と
若
干
改
善
し
て
い
ま
す
が
、ま
だ
硬
直

化
が
改
善
し
た
と
言
え
る
数
字
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。今
後
も
さ
ら
に
健
全
化
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

基
金
残
高
、10
年
間
で 

17
億
6
千
万
円
減
少

　

家
庭
の
預
貯
金
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
、

（
8
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

一般会計歳入決算額の前年度比較（▲は減）

内訳 平成26年度 平成25年度 比較
増減額 増減率

町税 46億1,273万円 45億1,846万円 9,427万円 2.1%
国庫支出金 4億5,142万円 5億5,758万円 ▲1億616万円 ▲19.0%
府支出金 4億4,289万円 3億4,293万円 9,996万円 29.2%
地方消費税交付金 3億8,265万円 3億4,720万円 3,545万円 10.2%
繰入金 2億9,005万円 3億2,483万円 ▲3,478万円 ▲10.7%
諸収入 1億5,747万円 1億6,264万円 ▲517万円 ▲3.2%
使用料及び手数料 9,352万円 9,336万円 16万円 0.2%
分担金及び負担金 7,249万円 7,129万円 120万円 1.7%
繰越金 6,833万円 1億3,631万円 ▲6,798万円 ▲49.9%
その他 1億8,555万円 3億5,539万円 ▲1億6,984万円 ▲47.8%

計 67億5,710万円 69億 999万円 ▲1億5,289万円 ▲2.2%

一般会計性質別歳出決算額の前年度比較（▲は減）

区分
平成26年度 平成25年度 対前年度比
決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 増減率

義
務
的
経
費

人件費 18億 431万円 27.7% 18億7,832万円 28.0% ▲7,401万円 ▲3.9%
扶助費 9億4,274万円 14.4% 9億 939万円 13.6% 3,335万円 3.7%
公債費 5億5,466万円 8.5% 5億3,635万円 8.0% 1,831万円 3.4%
小計 33億 171万円 50.6% 33億2,406万円 49.6% ▲2,235万円 ▲0.7%

物件費 13億2,314万円 20.3% 12億3,168万円 18.4% 9,146万円 7.4%
補助費等 7億 822万円 10.8% 6億6,363万円 9.9% 4,459万円 6.7%
普通建設事業費 1億4,309万円 2.2% 5億7,114万円 8.5% ▲4億2,805万円 ▲74.9%
繰出金 8億3,909万円 12.9% 7億3,054万円 10.9% 1億 855万円 14.9%
その他 2億 727万円 3.2% 1億8,061万円 2.7% 2,666万円 14.8%
合計 65億2,252万円 100.0% 67億166万円 100.0% ▲1億7,914万円 ▲2.7%

26
年
度

25
年
度

24
年
度

23
年
度

22
年
度

21
年
度

20
年
度

19
年
度

18
年
度

平
成
17
年
度

グラフ①　経常収支比率の推移
98
96
94
92
90
88
86
84
82
80

％
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基
金
が
あ
り
ま
す
。町
で
は
、財
源
不
足
の
補

て
ん
な
ど
特
に
使
い
道
に
制
限
の
な
い
「
財

政
調
整
基
金
」
の
ほ
か
、特
定
の
目
的
基
金

と
し
て
「
公
共
施
設
建
設
基
金
」、「
地
域
福

　

一
般
会
計
が
、教
育
や
福
祉
、土
木
な
ど
基

本
的
・
全
体
的
な
経
費
を
管
理
す
る
会
計
で

あ
る
の
に
対
し
て
、特
別
会
計
は
、国
民
健
康

保
険
や
上
下
水
道
な
ど
特
別
の
事
業
の
収
支

祉
基
金
」、「
国
際
交
流
基
金
」
を
積
み
立
て

て
い
ま
す
。

　

基
金
合
計
の
現
在
高
は
、
平
成
17
年
度

に
42
億
１
，１
７
０
万
円
あ
っ
た
の
が
、
26�

年
度
末
の
現
在
高
は
24
億
４
，５
５
７
万
円�

と
な
り
、
こ
の
間
、
17
億
６
，６
１
３
万
円�

（
41.

９
％
）減
少
し
て
お
り（
グ
ラ
フ
②
）、厳

し
い
財
政
運
営
の
実
態
を
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
使
い
ま
し
た 

  

一
般
会
計
主
な
歳
出 �

        

（
　
）は
歳
出
総
額
に
占
め
る
割
合

議
会
費　

1
億
２
，５
７
９
万
円（
1.9
％
）

　

議
員
報
酬
や
「
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
な

ど総
務
費　

9
億
６
，７
８
１
万
円（
14.

８
％
）

　

庁
舎
の
維
持
管
理
、電
算
シ
ス
テ
ム
運
用

管
理
、自
治
会
活
動
の
支
援
、広
報
く
み
や
ま

・
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
発
行
、防
災
用
資
機
材
整

備
な
ど

民
生
費　

21
億
２
，９
７
０
万
円（
32.

７
％
）

　

障
害
者
自
立
支
援
事
業
、障
害
者
地
域
生

活
支
援
事
業
、子
育
て
支
援
医
療
費
の
助
成
、

福
祉
医
療
費
の
助
成
、臨
時
福
祉
給
付
金
、母

子
療
育
教
室
の
運
営
、子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
、児
童
手
当
、保
育
所
の
運
営
な
ど

衛
生
費　

5
億
３
，３
７
４
万
円（
8.2
％
）

　

妊
産
婦
健
康
診
査
な
ど
妊
産
婦
支
援
、乳

幼
児
健
康
診
査
、予
防
接
種
、が
ん
検
診
、再

生
資
源
回
収
補
助
な
ど
家
庭
ご
み
の
減
量
推

進
な
ど

労
働
費　

５
５
８
万
円（
0.1
％
）

　

城
南
地
域
職
業
訓
練
協
会
補
助
な
ど

農
林
水
産
業
費　

1
億
９
，０
４
９
万
円

（
2.9
％
）

　

農
産
物
直
売
所
運
営
補
助
、ネ
ギ
の
集
出

荷
場
建
設
補
助
（
強
い
農
業
づ
く
り
対
策
事

業
費
補
助
）、産
地
確
立
対
策
、府
営
土
地
改

良
事
業
負
担
金
な
ど

商
工
費　

2
億
５
４
５
万
円（
3.1
％
）

　

中
小
企
業
者
資
金
低
利
融
資
、商
工
会
運

営
補
助
、ま
ち
の
駅
施
設
運
営
・
維
持
管
理
な

ど土
木
費　

5
億
７
，７
６
８
万
円（
8.9
％
）

　

宮
ノ
後
・
北
畑
線
舗
装
改
良
工
事
な
ど
道

路
改
良
、東
一
口
2
号
線
な
ど
排
水
路
整
備
、

巡
回
バ
ス
（
の
っ
て
こ
バ
ス
）の
運
行
経
費

な
ど

消
防
費　

3
億
６
，６
２
９
万
円（
5.6
％
）

　

消
防
機
械
器
具
の
整
備
な
ど

教
育
費　

8
億
６
，５
３
３
万
円（
13.

３
％
）

　

小
・
中
学
校
外
国
語
指
導
助
手
の
配
置
、学

級
費
や
校
外
活
動
費
な
ど
保
護
者
負
担
の
軽

減
、小
・
中
学
校
情
報
教
育
環
境
整
備
、幼
稚

園
の
運
営
、図
書
館
運
営
な
ど

公
債
費　

5
億
５
，４
６
６
万
円（
8.5
％
）

　

こ
れ
ま
で
に
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
元
利

償
還

を
明
確
に
す
る
た
め
、一
般
会
計
と
は
別
に

管
理
す
る
会
計
で
す
。

　

久
御
山
町
に
は
、5
つ
の
特
別
会
計
と
公

営
企
業
の
水
道
会
計
が
あ
り
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

年
度
末
の
加
入
世
帯
数
は
２
，７
６
３
世

帯
、被
保
険
者
数
５
，０
７
０
人
で
、人
口
に

占
め
る
加
入
割
合
は
31.
０
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
は
１
，８
９
９
万
円
の

歳
入
不
足
で
、単
年
度
収
支
で
赤
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
。原
因
は
、府
財
政
調
整
交
付
金

や
国
民
健
康
保
険
税
が
見
込
み
よ
り
減
収
し

た
こ
と
や
、医
療
費
の
増
加
に
伴
い
保
険
者

負
担
の
支
出
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら

 

特
別
会
計 　

厳
し
さ
増
す
国
保
会
計
、単
年
度
収
支
は
赤
字
に

26
年
度

25
年
度

24
年
度

23
年
度

22
年
度

21
年
度

20
年
度

19
年
度

18
年
度

平
成
17
年
度

グラフ②　まちの預貯金（基金）残高の推移
450,000

400,000

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

万円

特定目的基金

財政調整基金

203,933203,933
166,510166,510

205,316

147,710147,710

221,697

127,886127,886

230,199

113,878113,878

212,560

103,560103,560

213,698

98,21098,210

210,469

85,99785,997

185,985

75,43575,435

181,761

73,01573,015

171,542
217,237

グラフ③　一般会計歳出目的別内訳

民生費
21億2,970万円

32.7％

総務費
9億6,781万円

14.8％

議会費
1億2,579万円

1.9％公債費 5億5,466万円
8.5％

教育費 8億6,533万円
13.3％

消防費 3億6,629万円
5.6％

土木費
5億7,768万円

8.9％

商工費 2億545万円
3.1％

農林水産業費
1億9,049万円 2.9％

労働費
558万円 0.1％ 衛生費 5億3,374万 8.2％



デ
マ
ン
ド
乗
合「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
」　  

試
行
運
行
開
始

■
利
用
に
は
登
録
が
必
要
で
す

　

町
の
新
し
い
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム 

デ
マ

ン
ド
乗
合
「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
」
が
12
月

1
日
か
ら
試
行
運
行
し
ま
す
。
利
用
す
る
に

は
、
事
前
に
利
用
登
録
を
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
一
度
登
録
す
れ
ば
簡
単
に

利
用
で
き
ま
す
。
登
録
に
期
限
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ま
だ
の
人
は
お
早
め
に
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

用
登
録
は
、
久
御
山
町
に
住
民
登
録
し

て
い
る
小
学
生
以
上
の
人
な
ら
だ
れ
で

も
で
き
ま
す
。
登
録
申
請
書
は
、
都
市
整
備

課
の
ほ
か
、
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
、
ゆ
う

ホ
ー
ル
、
い
き
い
き
ホ
ー
ル
、
あ
い
あ
い
ホ

ー
ル
、
総
合
体
育
館
、
荒
見
苑
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

　

郵
送
で
の
申
請
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
際
は
、
都
市
整
備
課
あ
て
に
申
請

書
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

金
は
、
大
人
１
～
２
人
利
用
時
１
人
３

０
０
円
、
3
人
以
上
利
用
時
1
人
２
０

０
円
で
す
。

 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
訂
正 

　

広
報
く
み
や
ま
11
月
15
日
号
と
同
時
に
配
布

し
ま
し
た
「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
」
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
停
留
所
地
図
の
中
で
、
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

12
月
1
日

利用方法
乗車1時間前まで 
に電話で予約し
てください。

予約センターへ電話を
する

時間・場所などを
伝える

目的地近くの
停留所で降車

停留所で乗車

(

誤)　

Ｊ
Ａ
京
都
久
御
山
町
支
店

(

正)　

Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
久
御
山
町
支
店

問
合
せ
／
都
市
整
備
課

利

料

れ
ま
す
。

　

財
源
不
足
を
補
う
た
め
、一
般
会
計
か
ら

多
額
（
1
億
１
，１
１
５
万
円
）の
支
援
を
受

け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、歳
入
不
足
と
な
り
、

極
め
て
厳
し
い
運
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
三
郷
山
財
産
区
特
別
会
計

　

宇
治
市
、城
陽
市
、宇
治
田
原
町
に
囲
ま
れ

た
山
間
に
あ
る
三
郷
山
財
産
区
を
維
持
管
理

す
る
会
計
で
す
。

　

歳
入
は
、府
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
や
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
の
賃
借
料
な
ど
で
す
。

　

財
産
区
基
金
積
立
金
に
、４
２
８
万
円
を

積
み
立
て
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

東
一
口
地
区
等
の
枝
線
管
き
ょ
敷
設
を
行

い
、年
度
末
の
管
き
ょ
延
長
は
92.

２
㎞
、全

体
計
画
に
対
す
る
面
整
備
率
は
96.

２
％
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、下
水
道
使
用
料
な

ど
使
用
料
及
び
手
数
料
で
5
億
７
，６
９
０

万
円
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
2
億
４
，

１
３
９
万
円
な
ど
で
す
。

　

一
方
歳
出
は
、管
理
運
営
経
費
で
あ
る
一

般
管
理
費
が
3
億
６
，０
９
８
万
円
、下
水
道

築
造
費
は
1
億
４
，９
１
６
万
円
、借
金
の
返

済
に
充
て
る
公
債
費
が
3
億
８
，６
２
２
万

円
で
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　

年
度
末
の
65
歳
以
上
の
第
1
号
被
保
険
者

は
、
４
，５
０
７
人
で
、こ
の
う
ち
、16.

７
％

に
あ
た
る
７
５
４
人
が
介
護
認
定
を
受
け
て

い
ま
す
。内
訳
は
要
支
援（
1
、2
）が
２
３
６

人
、要
介
護（
1
～
5
）が
５
１
８
人
で
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
が
年
々
増
加
す
る
中

で
、介
護
予
防
に
重
点
を
置
い
た
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、都
道
府
県
を

単
位
と
す
る
広
域
連
合
が
運
営
主
体
と
な
っ

て
賦
課
や
医
療
給
付
な
ど
の
業
務
を
行
い
、

市
町
村
が
申
請
・
徴
収
な
ど
の
窓
口
業
務
を

停留所標柱

行
っ
て
い
ま
す
。

　

26
年
度
末
の
被
保
険
者
数
は
１
，７
７
６

人
で
、前
年
度
よ
り
52
人
増
加
し
ま
し
た
。

■
水
道
事
業
会
計

　

年
度
末
の
給
水
人
口
は
1
万
６
，３
４
８

人
、給
水
世
帯
数
は
６
，８
０
２
世
帯
で
、前

年
度
よ
り
24
世
帯
増
え
て
い
ま
す
。

　

年
間
総
配
水
量
は
２
９
２
万
７
，１
０

１
㎥
で
、
前
年
度
と
比
べ
6
万
８
，６
５
４

㎥
（
2.3
％
）減
っ
て
い
ま
す
。

　

26
年
度
は
、栄
1
丁
目
配
水
管
敷
設
替
工

事
や
東
一
口
配
水
管
移
設
工
事
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。

くみやままちの総合情報誌  広報 平成27年12月1日9

電話予約センター
０１２０（２２）９３８０
（加茂タクシー）
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今
月
の

  

テ
ー
マ

      

図
書

図
書
館
講
座
「
お
り
が
み
教
室
」

　

図
書
館
で
は
、
お
り
が
み
教

室
を
開
き
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
９
日
㈬ 

午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分　

場
所

／
ゆ
う
ホ
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で

18
歳
以
上
の
人　

講
師
／
小
野
道
子
さ
ん　

定
員
／
18
人　

申
込
・
問
合
せ
／
図
書
館

 

映
画
上
映

　
「
ぼ
く
は
写
真
で
世
界
と
つ
な
が
る
」

�

12
月
８
日
㈫　

入
場
無
料　
　

　

町
で
は
、
発
達

障
害
を
テ
ー
マ
に

し
た
映
画
「
ぼ
く

は
写
真
で
世
界
と

つ
な
が
る
～
米
田

祐
二
22
歳
～
」
の

上
映
会
を
行
い
ま

す
。

　

映
画
の
主
人
公 

米
田
祐
二
さ
ん
は
、
八
幡

市
在
住
で
、
自
閉
症
の
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
、「
空
」
を
撮
影
し

た
も
の
が
特
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
場
で
写
真
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。
当
日
は
保
育
ル
ー
ム

を
開
設
し
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
８
日
㈫　

午
後
１
時
～
３
時

30
分　

場
所
／
役
場
５
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル　

申
込
・
問
合
せ
／
事
前
申
込
は
不

要
で
す
が
、
保
育
ル
ー
ム
を
利
用
希
望
の
場

合
は
、
電
話
で
住
民
福
祉
課
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

我が家のヒミツ
奥田　英朗／著　集英社

　53歳にして昇進レースに敗北
した男の葛藤を描いた「正雄の
秋」。さまざまな家族の事情が垣間
見える短篇6編。

霧（ウラル）
桜木　紫乃／著　小学館

　昭和中頃の根室。町の有力者の
娘・珠生は十五で家を出て、花街
の世界へ。裏社会で生きる相羽と
出会い、珠生はある決心をする。

ふまんがあります
ヨシタケ　シンスケ／作・絵

　　PHP研究所

　「おとなはズルいと思うの！」
決意したわたしはパパにふまんを
ぶちまけた。しかしパパの答えは
思いがけないものばかりで…。

２分の１成人式
井上　林子／著　講談社

　10歳になったユメはアニメが
好きな女の子。幼い自分に恥ずか
しさを感じていた矢先、先生が文
集を作ると言い出して…。

新
し
い
年
を
迎
え
る

　

今
月
は｢

新
し
い
年
を
迎
え
る｣

を

テ
ー
マ
に
、
大
掃
除
や
片
づ
け
、
新
年

の
準
備
な
ど
、
年
末
年
始
に
役
立
つ
お

す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

 

オ
ス
ス
メ
本

ナ
チ
ュ
ラ
ル
洗
剤
で
ち
ょ
こ
っ
と

ピ
カ
ピ
カ
掃
除
！

�
世
界
文
化
社

　

人
に
も
環
境
に
も
や
さ
し
い｢

ナ

チ
ュ
ラ
ル
洗
剤｣

を
使
っ
た
お
手
入
れ

方
法
を
紹
介
。
毎
日
の
掃
除
に
も
、
大

掃
除
に
も
使
え
て
家
中
ス
ッ
キ
リ
！

喜
ば
れ
る
お
せ
ち
料
理
と

ご
ち
そ
う
レ
シ
ピ

 

牛
尾
理
恵
／
監
修　

朝
日
新
聞
出
版

　

基
本
の
お
せ
ち
、
ア
レ
ン
ジ
お
せ
ち
、

鍋
料
理
や
お
つ
ま
み
な
ど
、
年
末
年
始

の
お
も
て
な
し
に
役
立
つ
ご
ち
そ
う
の

料
理
レ
シ
ピ
を
紹
介
。

神
社
・
お
寺
の
ふ
し
ぎ
１
０
０（
児
童
書
）

 

田
中
ひ
ろ
み
／
文　

偕
成
社

　

お
寺
に
大
き
い
鐘
が
あ
る
の
は
な

ぜ
？
お
参
り
っ
て
ど
う
す
る
の
？
神
社

や
お
寺
に
つ
い
て
の
疑
問
を
4
つ
の
テ

ー
マ
に
分
け
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

く
ま
の
こ
の
と
し
こ
し�

（
児
童
書
）

 

高
橋
和
枝
／
作　

講
談
社

　

｢

も
う
す
ぐ
来
年
が
く
る
よ｣

と
聞

い
て
、｢

ら
い
ね
ん｣

が
と
っ
て
も
気

に
な
る
、
く
ま
の
こ
。
く
ま
の
こ
の
目

か
ら
見
た
年
越
し
を
描
い
た
絵
本
。

図 書 館図
TO
書
SHO 館

KA
NTO

SHO

KA
N

新着図書の紹介

31

●

す
で
日
館
休
は

   1 2 3 4 5

 6 7 8 9 10 11 12

 13 14 15 16 17 18 19

 20 21 22 23 24 25 26

 27 28 29 30 31 

日 月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土

12月の図書館スケジュール

〈開館時間〉
火〜金曜日：
午前 9時 30分〜

午後 7時
土・日・祝日：
午前 9時 30分〜

午後 5時



nformation
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を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

日
時
／
12
月
25
日
㈮ 

午
前
10
時
か
ら　

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室　

対
象

／
町
内
在
住
の
保
育
所
・
幼
稚
園
の
年
長
児

及
び
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
４
年
生
以
上

は
、
子
ど
も
だ
け
の
参
加
可
。
送
迎
は
保
護

者
で
お
願
い
し
ま
す
）　

定
員
／
先
着
20
人　

費
用
／
１
人
３
０
０
円　

献
立
／
簡
単
ク
リ

ス
マ
ス
料
理　

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具　

申
込
・
問
合
せ

／
12
月
２
日
㈬
～
18
日
㈮
ま
で
に
長
寿
健
康

課
へ
。
電
話
可

あ
そ
び
の
広
場　

ク
リ
ス
マ
ス
会

　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
の
子
育

て
を
応
援
す
る
「
あ
そ

び
の
広
場
」
を
開
き
ま

す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
を
み
ん

な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
申
込
不
要
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
12
月
22
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

場
所
／
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル　

対
象
／

町
内
在
住
で
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

ス
キ
ッ
プ
広
場

　

保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。
校
区
に
関

係
な
く
、
ど
の
保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
申
込
は
い
り
ま
せ
ん
。

　

日
時
／
12
月
９
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育

�

男
女
共
同
参
画

親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
づ
く
り

　

町
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
推
進
す

る
た
め
、
親
子
で
ケ
ー
キ
づ
く
り
を
行
い
ま

す
。
ご
家
族
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
12
月
20
日
㈰　

午
前
10
時
～
正
午　

場
所
／
中
央
公
民
館
料
理
実
習
室　

内
容
／

親
子
で
お
菓
子
（
ブ
ッ
シ
ュ
・
ド
・
ノ
エ

ル
）
づ
く
り　

対
象
／
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
（
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
）　

講
師
／
谷

直
紀
さ
ん　

定
員
／
先
着
12
組　

参
加
費
／

１
組
５
０
０
円　

申
込
・
問
合
せ
／
12
月
７

日
㈪
ま
で
に
総
務
課
へ
。
保
育
ル
ー
ム
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
申
込
時
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

お
や
こ
の
食
育
教
室　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
2

　

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会｢

久
味
の

会｣

で
は
、「
選
ぶ
力
」、

「
味
の
分
か
る
力
」
な

ど
子
ど
も
の
食
育
を
養

う
「
お
や
こ
の
食
育
教

室
」
を
開
き
ま
す
。
食

育
を
考
え
な
が
ら
料
理

所　

内
容
／
園
庭
開
放　

対
象
／
町
内
在
住

の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

持
ち
物
／
着
替

え
・
水
筒　

問
合
せ
／
各
保
育
所

�

ひ
と
り
親
家
庭
を
応
援
す
る

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
や
親
が
、
気
軽

に
集
ま
れ
る
場
所
を
設
け
て
、
遊
び
や
学

習
、
ご
飯
づ
く
り
な
ど
を
し
て
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
応
援
を
し
ま
す
。
都
合
の
良
い
時
間

か
ら
の
出
席
で
も
結
構
で
す
。

　

日
程
／
左
表　

対
象
／
町
内
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

定
員
／
10

人　

参
加
費
／
無
料
。
た
だ
し
、
夕
食
材
料

費
１
０
０
円　

申
込
・
問
合
せ
／
開
催
日

の
２
日
前
ま
で
に
町
母
子
寡
婦
（
さ
つ
き
）

会 

南
る
り
江
さ
ん
☎
０
７
７
４
（
４
５
）

０
２
８
４
（
午
後
６
時
～
９
時
）
へ

�
ひ
と
り
親
家
庭
新
入
学
児
童
を

祝
い
励
ま
す
会

　

町
で
は
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
と
共
催

で
「
ひ
と
り
親
家
庭
新
入
学
児
童
を
祝
い
励

ま
す
会
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
参
加
を
希

望
す
る
人
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
平
成
28
年
３
月
中
旬
（
参
加
希
望

者
に
改
め
て
案
内
し
ま
す
）　

対
象
／
町
内

在
住
で
、
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
父
子

・
母
子
家
庭
の
児
童　

内
容
／
町
長
、
民
生

児
童
委
員
協
議
会
会
長
か
ら
お
祝
い
と
励
ま

し
の
言
葉
、
記
念
品
贈
呈　

申
込
・
問
合
せ

／
１
月
29
日
㈮
ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
。
電

話
可お

も
ち
ゃ
病
院
（
お
も
ち
ゃ
の
修
理
）

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
で
は
、
子
ど
も

の
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
12
日
㈯  

午
前
10
時
～
正

午
（
修
理
受
付
は
午
前
11
時
ま
で
）　

場
所

／
ゆ
う
ホ
ー
ル　

修
理
費
／
無
料
。
部
品
交

換
が
必
要
な
場
合
は
要
実
費　

申
込
／
予
約

不
要
。
当
日
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い　

そ

の
他
／
も
の
に
よ
り
修
理
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
使
わ
な
く
な
っ
た
動
く
お
も
ち

ゃ
の
寄
付
を
受
け
て
い
ま
す
。　

問
合
せ
／

同
協
議
会

ク
ロ
ス
ピ
ア
で
農
産
物
「
福
菜
市
」

　

毎
月
第
２
土
曜
日
に
、

山
城
地
域
の
障
害
者
就
労

支
援
事
業
所
な
ど
が
合
同

で
野
菜
な
ど
の
直
売
会
「
福
菜
市
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
新
鮮
な
野
菜
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
12
月
12
日
㈯　

午
前
11
時
～
午
後

３
時　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま　

販

売
商
品
／
季
節
の
野
菜
、
加
工
品
、
焼
き
菓

子
な
ど　

問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

福
祉
室
☎
０
７
７
４
（
２
１
）
２
１
９
３

区分 水曜開催 金曜開催

月日

12月2日、
9日、16日、
23日、30日、
1月6日、
13日

12月4日、 
11日、18日、
25日、1月8日

月曜開催
1月4日

時間 午後4時30分～ 8時30分

場所 ほっとハウス「チエさん」

内容 遊び、学習サポート、夕食
づくり

ほっとハウス「チエさん」は、ゆうホール
角の信号のある交差点を北へ約50㍍

インフォメーション
nformation

まちの
耳寄
り情
報局
♪

201512December

催
し
・
募
集
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ク
ロ
ス
ピ
ア
で
会
社（
求
人
）説
明
会

　

町
で
は
、
町
商
工
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇

治
と
連
携
し
て
、「
求
人
を
希
望
す
る
事
業

所
」
と
「
働
き
た
い
人
」
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
会
社
説
明
会
（
求

人
説
明
会
）
を
毎
月
第

３
水
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
参
加
事
業
所

は
上
表
の
と
お
り
で
す
。

　

日
時
／
12
月
16
日
㈬　

午
後
２
時
～
４
時　

場

所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み

や
ま
２
階　

問
合
せ
／

産
業
課

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
の
教
室
＆

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
講
座

　

対
象
／
府
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人　

申

込
／
受
付
開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
持
参
の

上
、
実
施
す
る
会
館
・
セ
ン
タ
ー
へ
（
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
不
可
）　

問
合
せ
／
府

立
城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
・
城
南
地
域
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
宇
治
市
伊
勢
田
町
新 

中
ノ
荒
21
‐
８
）　

☎
０
７
７
４
（
４
６
）

０
６
８
８
、０
７
８
０

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会

　

日
時
／
１
月
24
日

㈰　

午
前
10
時
～
午
後

４
時　

場
所
／
総
合
体

育
館　

種
目
／
①
男
性

の
部
Ａ
（
年
齢
18
歳

以
上
、
登
録
は
男
性
５
人
以
上
）
②
男
性

の
部
Ｂ
（
年
齢
40
歳
以
上
で
４
人
の
合
計

年
齢
が
１
８
０
歳
以
上
、
登
録
は
男
性
５

人
以
上
）
③
女
性
の
部
Ｃ
（
年
齢
18
歳
以

上
、
登
録
は
女
性
５
人
以
上
）
④
女
性
の
部

Ｄ
（
年
齢
40
歳
以
上
で
４
人
の
合
計
年
齢
が

１
８
０
歳
以
上
、
登
録
は
女
性
５
人
以
上
）

※
年
齢
は
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在　

募

集
／
30
チ
ー
ム
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）　

参
加
費
／
１
チ
ー
ム
３
，０
０
０
円　

問
合
せ
・
申
込
／
12
月
19
日
㈯
ま
で
に
町
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟 

岸
均
さ
ん
☎
FAX

０
７
５
（
６
３
２
）
５
５
７
５
へ

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、
家
に
ひ
き
こ
も
り
が
ち
で
心
の

健
康
に
不
安
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
仲
間
と

交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い
た

だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時
と
内
容
／
12
月
４
日
㈮ 

午
前
11
時
～

午
後
２
時=

料
理
作
り
、
12
月
18
日
㈮　

正

午
～
午
後
３
時
＝
カ
ラ
オ
ケ
や
ゲ
ー
ム　

場

所
／
中
央
公
民
館　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

献　

血

　

献
血
は
、
16
歳
～
69
歳
ま
で
幅

広
い
層
に
わ
た
っ
て
で
き
る
、
身

近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
４
週
間
を

経
過
し
て
い
な
い
な
ど
、
献
血
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
16
日
㈬　

午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
イ
オ
ン

久
御
山
店
１
階 

憩
い
の
広
場　

そ
の
他
／

16
～
17
歳
は
２
０
０
ml
の
み
可
能
、
65
歳
以

上
の
人
は
、
60
～
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
の

あ
る
人
に
限
り
ま
す　

問
合
せ
／
長
寿
健
康

課
ま
た
は
京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎

０
７
５
（
５
３
１
）
０
１
１
１

要
約
筆
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
「
グ
ー
」
で

は
、
手
話
の
で
き
な
い
中
途
失
聴
、
難
聴
者

の
た
め
に
書
い
て
伝
え
る
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　

日
時
／
１
月
27
日
、
２
月
24
日
、
３
月
23

日
（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）
午
前
10
時
～
11
時

30
分
。
１
日
だ
け
の
参
加
も
可　

場
所
／
ゆ

う
ホ
ー
ル
３
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム　

定

員
／
20
人　

費
用
／
無
料　

申
込
・
問
合
せ

／
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
同
協
議
会
へ

新築移転新築移転

事業所名 業種
㈱山城倉庫 倉庫業
As-meエステール㈱ 貴金属小売業

津田電線㈱ 電線・ケーブル
製造業

■城南勤労者福祉会館の教室
講座名 受付開始日 期間（曜日）開講時間 回数 募集定員 受講料等

ステンド
グラス教室

12/9
㈬～

H28/1/9
～3/19㈯

9:30～
12：00 10 初心者3

経験者6

9,000円
（教材費）

初心者  5,000円
経験者10,000円

親子体操
教室

12/19
㈯～

H28/1/19
～2/9㈫

10:00～
11:30 4 15組 2,000円

■城南地域職業訓練センター講座　　医療関係事務講座
講座名 受付開始日 期間（曜日）開講時間 回数 募集定員 受講料等

調剤薬局事
務講座（平
日コース）

12/27
㈰～

H28/2/2
～ 3/1

（火・木）
10:00～
12:30 8 25

15,000円
（教材費）

5,200円
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ま
す
。

　

消
防
団
活
動
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
地
域

の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、
特
に
若
い
人

た
ち
の
入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
各
部
の
団
員
か
ら
、
来
年
度
の
入

団
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。�

問
合
せ
／
消
防
本
部

自
衛
官
候
補
生
な
ど
募
集 

　

種
目
／
①
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）②
陸
上

自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
推
薦
・
一
般
）　

対
象
／
①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人
②
推

薦 

男
子
で
中
卒（
見
込
含
む
）17
歳
未
満
の

成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
等
に
顕
著
な
実

績
を
納
め
、学
校
長
が
推
薦
で
き
る
人　

一

般 
男
子
で
中
卒（
見
込
含
む
）17
歳
未
満
の

人　

受
付
／
①
年
間
を
通
じ
て
受
付
②
推
薦 

11
月
１
日
～
12
月
４
日 

一
般 

11
月
１
日
～

平
成
28
年
１
月
８
日　

受
付
・
問
合
せ
／
宇

治
地
域
事
務
所（
宇
治
市
広
野
町
西
裏
71
‐

５ 

Ｓ
．Ｃ 

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ 

２
０
２
号
室
）☎

０
７
７
４（
４
４
）７
１
３
９

臨
時
職
員
（
保
育
士
）
を
募
集

　

町
で
は
、
保
育
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

雇
用
期
間
／
採
用
日
～
平
成
28
年
３
月
31

日　

対
象
／
18
歳
以
上
で
、
保
育
士
資
格
を

有
す
る
人　

勤
務
時
間
等
／
月
～
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
。
曜
日
時
間
等

応
相
談　

賃
金
／
時
給
１
，０
０
０
円　

勤
務

場
所
／
御
牧
保
育
所
、
佐
山
保
育
所
、
宮
ノ

後
保
育
所
、
宮
ノ
後
保
育
所
分
園
（
東
角
幼

稚
園
内
）　

募
集
人
員
／
若
干
名　

申
込
・
問

合
せ
／
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
し
て
い
ず
れ

か
の
保
育
所
へ
。
面
接
日
を
調
整
し
ま
す

町
立
保
育
所　

入
所
申
込
の
受
付

　

平
成
28
年
度
の
町

立
保
育
所
入
所
申
込

の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
現
在
、
保
育

所
を
利
用
し
て
い
る
人
で
、
継
続
し
て
入
所

を
希
望
す
る
人
は
、
保
育
所
か
ら
通
知
を
し

ま
す
の
で
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
児
童
／
平
成
22
年
４
月
２
日
～
27
年

９
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
乳
幼
児
。
年
度

途
中
で
「
生
後
６
か
月
児
」
以
上
に
達
し
た

と
き
は
、
そ
の
翌
月
か
ら
対
象　

入
所
基
準

／
保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
仕
事
や
病
気
、
介

護
な
ど
の
理
由
で
児
童
を
保
育
で
き
な
い
と

認
め
ら
れ
る
場
合
。
※
入
所
基
準
を
満
た
す

場
合
、
必
要
な
期
間
入
所
で
き
ま
す　

書
類

配
布
／
各
保
育
所
及
び
学
校
教
育
課
で
12
月
14

日
㈪
か
ら　

受
付
・
問
合
せ
／
１
月
８
日
㈮
～

15
日
㈮
に
学
校
教
育
課
へ

消
防
団 

新
入
団
員
を
募
集
！

　

町
に
は
、
現
在
１
９
３
人
（
内
女
性
10

人
）
の
消
防
団
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
近
年
入
団
希
望
者
が
減
少
し
、
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

消
防
団
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分

た
ち
で
守
る
」
を
基
本
理
念
に
、
火
災
発
生

時
の
消
火
活
動
や
、
飛
び
火
の
警
戒
、
地
震

災
害
時
の
救
助
や
避
難
誘
導
、
大
雨
に
よ
る

水
防
活
動
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
住
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
献
身
的
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
常
時
に
は
、
火

災
予
防
の
広
報
活
動
や
防
火
訪
問
、
災
害
に

備
え
て
消
防
ポ
ン
プ
の
放
水
点
検
や
訓
練
を

重
ね
て
、
技
能
・
体
力
の
向
上
に
努
め
て
い

新
規
漁
業
就
業
者
向
け

「
海
の
民
学
舎
」
研
修
生
募
集

　

行
政
、
漁
業
団
体
が
連
携
し
、
実
践
的
な

研
修
と
漁
業
へ
の
就
業
の
支
援
を
し
ま
す
。

　

定
員
・
条
件
／
お
お
む
ね
40
歳
ま
で
の
人

10
人　

研
修
期
間
／
２
年
間　

授
業
料
／
年

間
１
１
８
，８
０
０
円　

募
集
期
間
／
12
月

15
日
㈫
ま
で　

問
合
せ
／
京
都
府
海
洋
セ
ン

タ
ー
☎
０
７
７
２
（
２
５
）
０
１
２
９

家
屋
の
取
り
壊
し
を

さ
れ
た
人
は
申
告
を

　

今
年
中
に
家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取

り
壊
さ
れ
た
人
は
、
至
急
税
務
課
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

  

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
は
、
1
月
1

日
現
在
の
建
物
の
状
況
に
よ
っ
て
課
税
さ
れ

ま
す
。
取
り
壊
し
の
申
告
を
し
て
い
な
い

と
、
家
屋
が
無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
固
定
資

産
税
な
ど
を
課
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

  

家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ
た
お
宅
に

は
、
家
屋
の
評
価
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

問
合
せ
／
税
務
課

農
業
委
員
の
選
挙
制
度
が

廃
止
さ
れ
ま
す

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

よ
り
、
農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
公
選
制
か

ら
町
長
の
任
命
制
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
選
挙
人
名
簿
は
作
成
し
な

お
し
ら
せ

い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
の
提
出
は
、

不
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
現
在
の
農
業
委
員
は
、
任
期
満
了

の
日
（
平
成
29
年
７
月
）
ま
で
、
そ
の
ま
ま

在
任
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
制
度
改
正
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業

課
内
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

久御山店　大掃除 キャンペーン

価格は税抜価格です。

電話：0120-637-789 担当：田中 葵

単品でもご利用いただけます。
ご相談事ございましたら、まずお電話下さい。

12月31日まで
（久御山店限定）

キッチンパック
（キッチン＋換気扇）

通常価格 28,500 円 → 26,000 円～

浴室パック
（お風呂＋トイレ＋洗面）

通常価格 28,000 円 → 25,000 円～

↑久御山店HP

税金や保険料、保育料、上下水道料金はコンビニエンスストアで納付できます。　※バーコード印字がない納付書は使用できません。
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農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
に

上
乗
せ
し
た
公
的
年
金
制
度
で
す

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業

従
事
者
が
よ
り
安
心
し
て

老
後
生
活
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
国
民
年

金
に
上
乗
せ
し
た
公
的
な

年
金
制
度
で
す
。
加
入
対

象
や
保
険
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

加
入
対
象
者
／
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
（
月
額
４
０
０
円
の
付
加
年
金
に
加
入
必

要
）
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る

60
歳
未
満
の
人　

年
金
の
種
類
／
納
め
た
保

険
料
と
、
そ
の
運
用
益
に
よ
り
年
金
額
が
決

ま
る
積
立
方
式
（
確
定
拠
出
型
）
の
年
金
で

す　

保
険
料
／
月
額
２
万
円
～
６
万
７
千

円
（
千
円
単
位
）
の
間
で
、
保
険
料
を
自
分

で
決
め
る
こ
と
が
で
き
、
随
時
、
見
直
し
が

で
き
ま
す　

税
制
上
の
優
遇
措
置
／
支
払
っ

た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す　

年
金
の
受
給
／
年
金
は

原
則
65
歳
か
ら
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮
に

80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
、
80
歳
ま
で
に

受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金
に
相
当
す

る
額
が
、
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給

さ
れ
ま
す　

問
合
せ
／
農
業
委
員
会
事
務

局
（
産
業
課
内
）

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

個
人
住
民
税
特
別
徴
収
の
お
願
い

　

個
人
住
民
税
（
個
人
の
市
町
村
民
税
及
び

府
民
税
）
は
、
納
税
義
務
者
の
１
月
１
日
現

在
の
住
所
地
の
市
町
村
に
納
付
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
と
は
、
給
与
支
払
者
（
事
業

主
）
が
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
じ
よ
う

に
、
毎
月
の
給
与
か
ら
従
業
員
等
の
個
人
住

民
税
を
差
し
引
い
て
、
市
町
村
に
納
入
し
て

い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

法
令
の
規
定
に
よ
り
、
原
則
、
所
得
税
の

源
泉
徴
収
義
務
が
あ
る
給
与
支
払
者
（
事
業

主
）
に
は
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
、
パ

ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
役
員
等
を
含
む
す
べ

て
の
従
業
員
等
の
個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
（
事
業
主
や
従
業
員
等
の
意
思
に
よ
る

徴
収
方
法
の
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
さ
れ
て
い
な

い
給
与
支
払
者
（
事
業
主
）
は
、
法
令
に
基

づ
く
適
正
な
特
別
徴
収
の
実
施
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

京
都
府
内
全
市
町
村
と
京
都
府
で
は
、
個

人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト

▼�

個
人
住
民
税
の
税
額
計
算
は
市
町
村
が
行

い
ま
す
の
で
、
所
得
税
の
よ
う
に
事
業

主
が
税
額
の
計
算
や
年
末
調
整
を
す
る

手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

▼�

従
業
員
は
、
金
融
機
関
に
出
向
い
て
納
税

す
る
手
間
が
省
け
、
納
付
を
忘
れ
る
な

ど
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

▼�

年
税
額
を
12
回
に
分
け
て
支
払
う
た
め
、

納
期
が
年
４
回
で
あ
る
普
通
徴
収
（
納

税
義
務
者
が
直
接
納
付
）
よ
り
１
回
あ

た
り
の
負
担
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

■
特
別
徴
収
の
手
続
き

　

毎
年
１
月
31
日
（
平
成
28
年
は
２
月
１

日
）
ま
で
に
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
・

個
人
別
明
細
書
）
を
該
当
市
町
村
へ
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
の
際
に
、
総
括
表

等
に
「
特
別
徴
収
」
す
る
旨
を
記
載
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
記
載
方
法
等
に
お
い
て
ご
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
従
業
員
等
の
住
所

地
の
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ
／
税
務
課

火
葬
料
の
補
助

　

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
が
死
亡
ま
た
は
、
妊
娠
第
４
月
以
上
で
死

産
さ
れ
て
、
火
葬
さ
れ
た
場
合
に
、
火
葬
を

行
っ
た
人
（
火
葬
の
許
可
を
受
け
た
人
）
に

そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
額
／
申
請
者
が
負
担
し
た
火
葬
料
と

火
葬
場
が
設
置
さ
れ
て
い
る
市
町
村
の
住
民

が
負
担
す
る
火
葬
料
の
差
額
の
７
割　

問
合

せ
／
環
境
保
全
課

葬
祭
費
の
支
給
申
請

　

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
た
人
が
死
亡
さ
れ
た

場
合
、
そ
の
葬
祭
を
行
っ
た
人
（
喪
主
）
に

５
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

申
請
・
問
合
せ
／
印
鑑
、
喪
主
が
確
認
で

き
る
書
類
（
会
葬
礼
状
な
ど
）、
葬
祭
費
の
受

取
口
座
が
分
か
る
も
の
を
持
参
し
、
国
保
医

療
課
へ
。
死
亡
さ
れ
た
人
の
保
険
証
を
返
却

し
て
い
な
い
場
合
は
保
険
証
も
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
※
社
会
保
険
か
ら
埋
葬
料
が
支
給
さ

れ
た
場
合
、
葬
祭
費
の
支
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
協
力
く
だ
さ
い

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　

新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
、
支
援
を
必

要
と
す
る
人
た
ち

が
、
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
と
、「
歳
末
た
す
け
あ
い
運

動
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
の
募
金
は

久
御
山
町
の
福
祉
を
必
要
と
す
る
人
に
活
用

さ
れ
ま
す
。
今
年
も
、
こ
の
活
動
を
支
援
す

る
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会
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危
険
物
取
扱
者
試
験

　

試
験
の
種
類
／
全
種
全
類　

試
験
日
／
平

成
28
年
２
月
14
日
㈰　

試
験
会
場
／
Ｙ
Ｉ
Ｃ

京
都
工
科
大
学
校（
京
都
市
）　

願
書
受
付
／

書
面
申
請（
原
則
郵
送
）＝
12
月
24
日
㈭
～

１
月
７
日
㈭　

締
切
日
消
印
有
効　
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
京
都
府
支
部（
〒

６
０
２
ー
８
０
５
４ 

京
都
市
上
京
区
出
水

通
油
小
路
東
入
る 
京
都
府
庁
西
別
館
３
階
）

問
合
せ
は
☎
０
７
５（
４
１
１
）０
０
９
５　

※
願
書
は
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す　

電
子
申

請（
24
時
間
対
応
）＝
12
月
21
日
㈪
～
１
月
４

日
㈪  

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ　

問
合
せ
は
、同
セ
ン
タ
ー
電

子
申
請
室
☎
０
５
７
０（
０
７
）１
０
０
０

へ
。
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要

望
や
苦
情
の
相
談
、
人
権
擁
護
相
談
は
、
差

別
や
い
じ
め
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談

　

日
時
／
12
月
８
日
㈫ 

午
前
10
時
～
午
後

３
時　

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
１　

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

相
談

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談

　

日
時
／
12
月
17
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

30
分
。
相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
12
月
２
日

㈬
か
ら
同
協
議
会
へ
。
先
着
６
人　

【
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
相
続
、
贈
与
、
不
動
産
の

売
買
、
登
記
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど

に
関
す
る
相
談

　

日
時
／
12
月
17
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

30
分
。
相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
12
月
２
日

㈬
か
ら
同
協
議
会
へ
。
先

着
６
人　

【
消
費
生
活
相
談
】

　

日
時
／
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
４
時　

※
12
月
23
日
、
30

日
を
除
く　

場
所
／
役
場
２
階
会
議
室
22

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

女
性
の
子
育
て
や
介
護
、
家
庭
の
問
題
、

仕
事
、
対
人
関
係
な
ど
の
相
談

　

日
時
／
12
月
８
日
㈫
、
22
日
㈫　

い
ず
れ

も
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

申
込
／
面
接
・

電
話
相
談
と
も
前
日
ま
で
に
総
務
課
へ
。
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
。

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

　

保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
色
々

な
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
17
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育
所　

※

電
話
で
の
相
談
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
11
時

～
午
後
４
時
ま
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
12
月
10
日
㈭
、
24
日
㈭　

い
ず
れ

も
午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー

【
く
ら
し
と
仕
事
の
相
談
】

　

家
庭
の
事
情
や
失
業
等
で
困
っ
て
い
た

り
、
生
活
を
立
て
直
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
悩
み

に
、
相
談
支
援
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

　

日
時
／
12
月
４
日
㈮　

午
前
11
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時　

場
所
／
役
場
１
階

相
談
室　

問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

綴
喜
分
室
☎
０
７
７
４（
６
３
）５
７
４
７

■
未
設
置
の
ご
家
庭
は
早
く
設
置
を

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
を
減
ら
す
た
め
、

既
存
住
宅
に
あ
っ
て
も
、設
置
が
義
務
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
未
設
置
の
ご
家
庭
が
あ
り
ま

し
た
ら
す
ぐ
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
半
数
以
上
が
、

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
、就
寝
時
間
帯
に

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
警
報
器
は
、火
災
発
生
に
よ
っ
て
生

じ
る
煙
、熱
を
感
知
し
、警
報
音
や
音
声
で
、

い
ち
早
く
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。
日
本
全
体

で
は
、火
災
警
報
器
の
普
及
と
と
も
に
住
宅

火
災
で
の
死
者
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
家
族

の
命
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、一
日
も
早
く

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

■
作
動
確
認
と
手
入
れ

　

火
災
警
報
器
が
適
切
に
機
能
す
る
た
め
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
と
維
持
管
理

は
日
頃
の
維
持
管
理
が

重
要
で
す
。「
い
ざ
」と
い

う
時
に
き
ち
ん
と
働
く

よ
う
、作
動
確
認
と
手
入
れ
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

①�「
電
池
切
れ
に
注
意
！
」、定
期
的
に
作
動

確
認
を

　

火
災
警
報
器
は
電
池
が
切
れ
る
と
作
動
し

な
く
な
り
ま
す
。
定
期
的
に
点
検
ボ
タ
ン
を

押
す
な
ど
し
て
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
定
期
的
に
手
入
れ
を

　

火
災
警
報
器
は
ホ
コ
リ
が
入
る
と
誤
作
動

を
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に
掃

除
を
し
ま
し
ょ
う
。
掃
除
の
方
法
は
機
種
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
の
で
、取
扱
説
明
書
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

③
警
報
音
が
火
災
以
外
で
鳴
っ
た
時
は

　

火
災
警
報
器
は
、電
池
が
切
れ
そ
う
に
な

っ
た
際
や
、故
障
の
際
に
音
や
光
で
知
ら
せ

て
く
れ
る
機
種
が
あ
り
ま
す
。
火
災
以
外
で

警
報
音
が
鳴
っ
た
時
は
、警
報
停
止
ボ
タ
ン

を
押
す
、ひ
も
が
つ
い
て
る
タ
イ
プ
は
ひ
も

を
引
く
、も
し
く
は
室
内
の
換
気
を
す
る
と

警
報
音
は
止
ま
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、取
扱

説
明
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

④
本
体
交
換
と
廃
棄
方
法

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
本
体
も
、セ
ン
サ
ー

等
の
寿
命
に
よ
り
交
換
が
必
要
で
す
。
10
年

を
目
安
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

　

廃
棄
す
る
場
合
は
、本
体
と
電
池
を
分
別

し
、電
池
は
、町
が
指
定
す
る
袋
に
入
れ
燃
や

す
ご
み
の
日
に
出
し
て
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

注
意  
消
防
署
か
ら
訪
問
販
売
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、悪
質
な
訪
問
販
売

に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

�
問
合
せ
／
消
防
本
部
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窓
口
（
午
前
９
時
～
午
後
９
時
）
へ
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は

無
料
で
す
。

�

漢
字
の
達
人
教
室
・

え
ん
ぴ
つ
書
き
方
道
場

　

日
時
／
12
月
６
日
㈰  

午
前
９
時
30
分
～

10
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
２
年

生
以
上
（
大
人
の
参
加
可
）　

内
容
／
漢
字

学
習
と
書
写
教
室
を
同
時
並
行
開
催　

定
員

／
20
人パ

ソ
コ
ン
教
室

▼�

こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ

コ
ン
（
年
賀
状
作
成
編
）

　

日
時
／
12
月
９
日
㈬
、

11
日
㈮
、
15
日
㈫
、
18
日

㈮
の
４
回
コ
ー
ス　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

内
容
／
初
心
者
向
け
の
年
賀

状
作
成
講
座　

定
員
／
16
人　

費
用
／
３
，

０
０
０
円

童
謡
を
楽
し
む
会

　

日
時
／
12
月
９
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
お

お
む
ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容
／
先
生
の
ピ

ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す　

定
員
／
60
人
。
申
込
不
要
。

当
日
直
接
会
場
へ　

費
用

／
資
料
代
だ
け
必
要

漢
字
出
直
し
塾

　

日
時
／
12
月
11
日
㈮
、
18
日
㈮　

午
前
10

【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
に
関
す
る
相
談
】

（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

認
知
症
や
も
の
忘
れ
の
あ
る
人
、
知
的
や

精
神
障
害
の
あ
る
人
で
、
日
常
的
な
金
銭
管

理
や
通
帳
の
管
理
が
不
安
な
（
で
き
な
い
）

人
に
対
し
て
、
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る

た
め
の
相
談
で
す
。
電
話
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
。

　

日
時
／
12
月
10
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
介
護
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
12
月
24
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

電
話
に
よ
る
色
々
な
悩
み
ご
と
の
相
談
。

　

専
用
電
話
／
０
７
５
（
６
３
１
）
３
４ 

２
１　

相
談
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時

申
込
は
12
月
２
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら　

【
休�

館
日
】
毎
週
月
曜
日
。
年
末
年
始

は
、
12
月
28
日
㈪
～
１
月
４
日
㈪

ま
で
休
館
し
ま
す
。

【
申
込
と
費
用
】

　

各
教
室
の
参
加
申
込
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な

ど
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
12
月
８
日
㈫
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

町
の
施
設

ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル
の
催
し

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
プ
リ
ン
ト

を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、
小
学
校
で
習
う

漢
字
か
ら
学
び
直
し
ま
す　

定
員
／
30
人
。

申
込
不
要
。
当
日
直
接
会
場
へ　

費
用
／

１
０
０
円

小
学
生
工
作
教
室

　

日
時
／
12
月
12
日
㈯　

①
午
前
９
時
～
正

午
、
13
日
㈰　

②
午
前
９
時
～
正
午　

③
午

後
２
時
～
５
時　

※
①
～
③
の
い
ず
れ
か
を

選
択　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生　

内
容

／
「
干え

と支
」
な
ど
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を

製
作　

定
員
／
各
回
８
人

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

　

日
時
／
12
月
16
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
40
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
映
画
「
美
女
あ

り
き
」
を
鑑
賞　

定
員
／
25
人
。申
込
不
要
。

当
日
直
接
会
場
へ

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

日
時
／
12
月
17
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
脳
の
若
返
り
を　

定
員
／
30
人
。
申
込

不
要
。
当
日
直
接
会
場
へ

週
末
の
星
空
観
察
会

　

日
時
／
12
月
19
日
㈯　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30

分
。
月
と
冬
の
星
を
観

察
（
受
付
は
当
日
終
了
時

間
の
30
分
前
ま
で
）。
雨

天
・
曇
天
は
中
止　

対
象
／
星
空
に
興
味
の

あ
る
人
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室

　

日
時
／
12
月
19
日
㈯　

午
後
２
時
～
４
時　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
。
１
～
３
年
生
は
保
護
者
同
伴　

内
容
／

て
こ
の
実
験　

定
員
／
10
組

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

　

日
時
／
12
月
19
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学

生
と
保
護
者　

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽

し
く
学
び
ま
す　

定
員
／
20
人

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

日
時
／
12
月
20
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～

正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

内
容
／
季
節
の
花
で
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト　

定
員
／
16
人　

費
用
／
１
，

５
０
０
円

小
学
生
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

日
時
／
12
月
20
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～

４
時　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
３
～
６
年

生　

内
容
／
季
節
の
花
で
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト　

定
員
／
16
人　

費
用
／
８
０
０
円

野
鳥
観
察
と
博
物
館
見
学
会

　

日
時
／
12
月
23
日
㈬　

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

 

対
象
／
町
内
在
住
の
人
。 

小
学
２
年
生
以
下
は
保
護 

者
同
伴　

内
容
／
琵
琶

湖
の
野
鳥
観
察
と
琵
琶
湖
博
物
館
見
学
（
※



17

nformation

平成27年12月1日くみやままちの総合情報誌  広報

博
物
館
の
水
族
展
示
は
休
館
中
で
す
。）　

定

員
／
30
人　

費
用
／
小
学
生
２
０
０
円
、
大

人
５
０
０
円

申
込
は
12
月
３
日
㈭　

午
前
９
時
か
ら

【
休�

館
日
】 毎
週
水
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）

【
年
末
年
始
の
体
育
施
設
の
休
館
日
】

　

総
合
体
育
館
及
び
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施

設
は
、
12
月
29
日
㈫
～
１
月
３
日
㈰
ま

で
休
館
し
ま
す
。

�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会

＆
相
談
日

　

日
時
／
12
月
10
日
㈭
、 

18
日
㈮=

午
後
７
時
～

７
時
40
分
、
12
月
13
日

㈰
、
20
日
㈰=

午
前
10
時

～
10
時
40
分　

※
い
ず
れ
か
一
日
選
ん
で
く

だ
さ
い　

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生

を
除
く
）　

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
機
器
の
使
用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を

利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス　

定
員
／
各
回
先
着
15
人　

費
用
／
５
０
０

円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談
だ
け
の
場
合

は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
料
の
み
必

要
）　

そ
の
他
／
顔
写
真
（
2.5 

cm
×
2 

cm
）

１
枚
必
要

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

日
時
／
12
月
12
日
㈯ 

午
前
９
時
～
正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
人　

総
合
体
育
館
の
催
し

種
目
／
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪
投
げ
な
ど　

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
開
放
。
申

込
不
要

冬
季
ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　

日
時
／
１
月
８
日
～

３
月
11
日
ま
で
の
毎
週

金
曜
日
（
10
回
コ
ー
ス
）　

１
部
は
午
前
10
時
～
11

時　

２
部
は
午
前
11
時

15
分
～
12
時
15
分　

対
象
／
15
歳
以
上
の

人
（
中
学
生
を
除
く
）　

講
師
／
本
田
宜
子

さ
ん　

定
員
／
先
着
35
人　

費
用
／
３
，

５
０
０
円

ベ
リ
ー
シ
ェ
イ
プ
教
室

　

日
時
／
１
月
21
日
～
３
月
17
日
ま
で
の

毎
週
木
曜
日
（
６
回
コ
ー
ス
）　

※
２
月
４

日
、
11
日
、
３
月
３
日
を
除
く　

午
前
10
時

30
分
～
11
時
45
分　

対
象
／
15
歳
以
上
の

人
（
中
学
生
を
除
く
）　

内
容
／
ベ
リ
ー
ダ

ン
ス
の
動
き
で
、
ウ
エ
ス
ト
シ
ェ
イ
プ
や
骨

盤
矯
正
な
ど　

講
師
／
高
橋
恭
子
さ
ん　

定

員
／
先
着
30
人　

費
用
／
２
，
１
０
０
円

�

申
込
は
12
月
３
日
㈭　

午
前
９
時
か
ら
。

申
込
人
数
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
休�

館
日
】
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
開
館
） 

、年
末
年
始
は
、
12
月

28
日
㈪
か
ら
１
月
４
日
㈪
ま
で
休

中
央
公
民
館
の
催
し

館
し
ま
す
。

き
も
の
着
付
け
教
室

　

日
時
／
12
月
11
日

㈮
、
22
日
㈫
、
25
日
㈮

の
３
回
コ
ー
ス　

午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た

は
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
お
正
月

前
に
和
服
の
美
し
い
着
こ
な
し
と
マ
ナ
ー
を

学
び
ま
す　

講
師
／
岡
西
和
美
さ
ん　

定
員

／
先
着
15
人　

費
用
／
１
０
０
円　

持
ち
物

／
着
物
、
足
袋
、
下
着
、
長
襦じ

ゅ
ば
ん袢

、
前
板
、

紐
４
本
、
伊
達
締
め
２
本
、
帯
枕
、
帯
あ

げ
、
帯
締
め
、
名
古
屋
帯
、
袋
帯

迎
春
寄
せ
植
え
教
室

　

日
時
／
12
月
14
日
㈪　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
お
正
月
用
の

寄
せ
植
え
に
挑
戦
し
ま
す　

講
師
／
石
川

潤
さ
ん　

定
員
／
先
着
20
人　

費
用
／
２
，

０
０
０
円　

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
軍
手
、

汚
れ
て
も
よ
い
服

正
月
料
理
教
室

　

日
時
／
12
月
19
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午　

対

象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
お
せ
ち
料
理
を

学
び
ま
す　

講
師
／
石
田
基
宏
さ
ん　

定
員

／
先
着
20
人　

費
用
／
２
，
０
０
０
円　

持

ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
、
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具

【
休�

館
日
】
毎
週
日
曜
日
（
第
２
日
曜
日

を
除
く
）、
月
曜
日
・
祝
日
。
年
末

年
始
は
、
12
月
28
日
㈪
か
ら
１
月
４

日
㈪
ま
で
休
館
し
ま
す
。

地
域
で
あ
そ
ぼ
う
「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」

　

日
時
／
12
月
４
日
㈮
、
18
日
㈮　

午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分　

場
所
／
栄
３
・
４
丁

目
集
会
所

親
子
ひ
ろ
ば

　

日
時
／
12
月
11
日
㈮　

午

前
９
時
30
分
～
11
時
30
分　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚
室

日
曜
開
館

　

日
時
／
12
月
13
日
㈰　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
（
プ
レ
イ
ル
ー
ム
使
用
は
午
前
９

時
～
午
後
４
時
）

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
英
語
で
あ
そ
ぼ
う

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
と
一
緒
に

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
時
／
12
月
15
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時

30
分12

月
生
ま
れ
の
誕
生
会

　

12
月
生
ま
れ
の
お
友
だ
ち
の
誕
生
会
を
し

ま
す
。
写
真
入
り
カ
ー
ド
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。
17
日
㈭
ま
で
に
来
館
の
う
え
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
12
月
19
日
㈯　

午
前
11
時
30
分
〜

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
催
し
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保健予防のコーナー

会場は、保健センターです。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。
� 問合せ／長寿健康課

12月の母子保健・成人健診
健診名など 日（曜） 受付時間 対　象 内　容

乳幼児相談 ２日㈬ 午前9時30分
～10時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの相談

離乳食教室 ３日㈭ 午前10時～
10時15分

3～10か月児
の保護者（要
予約）

離乳食の指導、作り方の実習と試
食（初期・中期・後期）

パパ＆ママ教室
（第3回） ５日㈯ 午後1時～

1時15分 妊婦と家族 助産師によるお産の話、沐浴実習

2歳6か月児
歯科健診 ９日㈬

午後1時5分
～1時15分

午後2時～
2時10分

平成25年5･6月
生まれ

歯科医師による健康診査、予防
指導、身体的・精神的な発達指導

成人歯科健診 ９日㈬ 午後1時～
1時30分

40歳以上の人
・妊婦

歯科医師による健康診査、歯科
衛生士による歯みがき指導

1歳8か月児健診 11日㈮ 午後1時20分
～1時40分

平成26年3月
生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

10か月児健診 14日㈪ 午後1時20分
～1時50分

平成27年1月
生まれ

医師による健康診査、離乳・保育
・栄養などの指導

3歳児健診 18日㈮ 午後1時20分
～2時

平成24年5月
生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

3～4か月児健診 22日㈫ 午後1時20分
～2時

平成27年8月
生まれ

医師による健康診査、離乳・保育
・栄養などの指導、ブックスタート

1歳8か月児健診（11月20日）で
見つけたかわいい笑顔です。

　

せ
き
は
、
気
管

や
気
管
支
に
ウ
イ

ル
ス
や
細
菌
な
ど

を
侵
入
さ
せ
な
い

た
め
の
防
御
本
能

の
一
つ
で
す
。
子

ど
も
自
身
が
苦
し
く
な
い
程
度
の
せ
き
は
、

あ
ま
り
心
配
し
な
く
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

■
観
察
ポ
イ
ン
ト

・�

顔
色
が
悪
く
、
く
ち
び
る
も
紫
色
に
な
っ

て
い
る
。

・�

せ
き
込
み
が
激
し
く
、
肩
で
息
を
し
て
い

る
。

・
呼
吸
が
苦
し
く
、
横
に
な
れ
な
い
。

・
元
気
が
な
く
、
呼
吸
が
速
い
。

・�

犬
の
遠
吠
え
や
オ
ッ
ト
セ
イ
の
鳴
き
声
の

よ
う
な
せ
き
を
し
て
い
る
。

　

☞
こ
の
よ
う
な
時
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
、
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

・�

呼
吸
が
苦
し
い
様
子
は
な
く
、
横
に
な
っ

て
寝
る
こ
と
が
で
き
る
。

・�

動
い
た
り
、
走
っ
た
り
す
る
と
せ
き
が
出

る
が
、
全
身
の
状
態
は
良
い
。

・
熱
が
な
く
、
食
欲
も
あ
る
。

　

☞
診
療
時
間
外
な
ら
、
少
し
様
子
を
み
て

も
良
い
で
し
ょ
う
。
せ
き
が
続
く
よ
う
で
あ

れ
ば
、
か
か
り
つ
け
医
な
ど
で
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

■
せ
き
が
出
て
い
る
と
き
の
対
処
法

・�

部
屋
が
乾
燥
し
て
い
る
場
合
は
、
加
湿
し

ま
し
ょ
う
。

・�

水
分
を
少
し
ず
つ
こ
ま
め
に
取
る
と
、
タ

ン
が
切
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

・�

た
ば
こ
や
線
香
の
煙
、
花
粉
や
砂
ぼ
こ
り

は
せ
き
を
誘
発
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
は

「
手
洗
い
」
と
「
う
が
い
」

　

冬
は
空
気
が
乾
燥
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
に
よ
る
病
気
が
流
行
し
ま

す
。
感
染
予
防
で
重
要
な
の
は
、「
手
洗
い
」
と

「
う
が
い
」
で
す
。

■
手
洗
い

　

外
出
先
か
ら
帰
っ
た
ら
、
石
け
ん
や
ハ
ン
ド
ソ

ー
プ
を
使
っ
て
、
最
低
15
秒
以
上
、
手
の
ひ
ら
だ

け
で
は
な
く
、
手
の
甲
、
指
や
つ
め
の
間
、
手
首

ま
で
し
っ
か
り
と
洗
い

ま
す
。子
ど
も
は
上
手
に

洗
え
な
い
の
で
、
そ
ば

に
つ
い
て
手
伝
っ
て
あ

げ
た
り
、
声
を
か
け
て

あ
げ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

■
う
が
い

　

外
出
先
か
ら
帰
っ
た
ら
、
う
が
い
が
で
き
る
場

合
は
、
う
が
い
を
数
回
さ
せ
て
だ
さ
い
。
で
き
な

い
場
合
は
、
お
茶
や
さ
湯
を
飲
ま
せ
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。

子どものせき 観察と対処ポイント

急
子どもの

救
アドバイス

No.7
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対
象
者
に
予
防
接
種
費
用
を
助
成

　

高
齢
者
の
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
症

と
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
、
予
防
接
種
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

　

接
種
期
限
は
12
月
28
日
㈪
ま
で
で
す
の
で
、
希

望
者
は
早
め
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■�

対
象
／
①
町
内
在
住
で
接
種
時
に
満
65
歳
以
上

の
人
②
町
内
在
住
で
接
種
時
に
満
60
歳
以
上

65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
若
し
く
は
呼
吸

器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
が
あ
る
人　

■�

接
種
場
所
／
久
御
山
町
・
宇
治
市
・
城
陽
市
・

京
都
市
伏
見
区
な
ど
に
あ
る
協
力
医
療
機
関

■
接
種
回
数
／
１
回

■
自
己
負
担
／
1
，5
0
0
円

　

※
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
、
従
来
の
ワ
ク

チ
ン
に
Ｂ
型
ワ
ク
チ
ン
が
１
種
類
追
加

さ
れ
、
費
用
が
高
く
な
っ
た
た
め
、
自

己
負
担
額
を
昨
年
の
1
，0
0
0
円
か

ら
1
，5
0
0
円
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

　

免
除
制
度
／
生
活
保
護
世
帯
・
住
民

税
非
課
税
世
帯
な
ど
の
人
は
、
自
己
負

担
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
接
種
前
に
、
長

寿
健
康
課
で
免
除
申
請
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ
／
長
寿
健
康
課

次
の
対
象
の
人
は
無
料
で
接
種
で

き
ま
す
。ま
だ
接
種
さ
れ
て
い
な

い
人
は
、
京
都
府
内
の
小
児
予
防
接
種

協
力
医
療
機
関
で
予
約
の
う
え
、
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
久
御
山
町
、
宇
治
市
、
城
陽

市
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
に
長
寿
健
康
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

第
２
期
対
象
の
人
は
、
年
度
内（
平

成
28
年
3
月
31
日
ま
で
）
の
み
無
料
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

第
１
期
…
生
後
1
歳
～
2
歳
未
満

第
２
期
…
平
成
21
年
4
月
2
日
～
22

年
4
月
1
日
生

�

問
合
せ
／
長

寿
健
康
課

　
「
く
み
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
は
今
年

度
か
ら
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
一
助
に

と
、
企
画
し
た
新
し
い
取
り
組
み
で
す
。

　

各
種
健（
検
）診
や
、
健
康
づ
く
り
の
教
室

な
ど
、
自
分
自
身
で
立
て
た
健
康
づ
く
り
の

目
標
に
取
り
組
ん
で
、
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
応

募
す
る
と
、
抽
選
で
健
康
グ
ッ
ズ
な
ど
の
賞

品
が
当
た
り
ま
す
。
参
加
賞
も
あ
り
ま
す
。

　

応
募
期
間
は
平
成
28
年
２
月
15
日
㈪
ま
で

で
す
。

　

詳
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
応
募
箱
は
、
長

寿
健
康
課
の
ほ
か
、
総
合
体
育
館
、
ゆ
う
ホ

ー
ル
、
中
央
公
民
館
、
い
き
い
き
ホ
ー
ル
、

荒
見
苑
、
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
に
置
い
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

�

問
合
せ
／
長
寿
健
康
課

いきいき健康教室  運動編 

生活の中に身近に取り入れること
のできる運動や、バランスボールを
使った運動など盛りだくさんの教室
です。
保育付きの教室ですので、お子さ
んと一緒にご参加いただけます。い
い汗を流して、メタボリックシンド
ロームの予防を！　仲間と一緒に楽
しみましょう。

日時／ 1月8日㈮、21日㈭、２月
２日㈫、12日㈮　午前10時～11時
30分　場所／総合体育館　対象／
おおむね20歳以上の住民　講師／
荒井敏江さん　定員／先着20人  持
ち 物／上靴、飲み
物、タオル、健康手
帳など。運動がしや
すい服装でお越しく
ださい　申込・問合
せ／ 12月１日㈫か
ら長寿健康課へ

いきいきホールの
くみやまいきいき教室
健康センターいきいきホールで

は、初心者でも安心して参加いただ
けるストレッチを中心とした教室か
ら、エアロビクス、ボールエクササ
イズなど全14種類の教室を開催。目
的に合わせて選んでいただけます。
ゆっくりと、体力づくりや健康づ
くり、仲間づくりをしてみません
か。

日時／ 1月5日㈫～ 3月20日㈰
※毎日3～ 5教室を開催しています
対象／町内在住、40歳以上で継続
して参加できる人　定員／各教室
10～15人（定員を超える教室は抽
選）　費用／満60歳以上は₁回100
円、満60歳未満は₁回200円  申込
・問合せ／ 12月₁日㈫から同ホー
ルへ
 ☆くみやまいきいき教室紹介 
◆膝痛らくらく体操
マットの上で膝に負担のない筋力
トレーニングやマッサージ、ストレ
ッチなどで膝痛の予
防を。膝に痛みのあ
る人でも参加いただ
けます。

高
齢
者
等
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ  

接
種
は
お
早
め
に 

麻しん風しん混合ワクチン予防接種を受けましょう

く
み
や
ま

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

応
募
は
2
月
15
日
ま
で
で
す

■接種の手続き
協力医療機関の場所 手続き方法

久御山町・宇治市・
城陽市内の協力医療
機関

  医 療 機 関 へ 予 約
し、健康保険証等本
人と分かるものを持
参して受けてくださ
い。

久御山町・宇治市・
城陽市以外の京都府
内の協力医療機関

  接種の1週間ほど
前に、長寿健康課へ
ご連絡ください。

京都府内の協力医療
機関以外及び京都府
以外の医療機関

   区域外予防接種の
申請手続きが必要で
す。接種の1週間以上
前に、長寿健康課へ
来所またはご連絡く
ださい。
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平成27年10月15日から11月14日までの受付分（敬称略）

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

生
誕
お

地
区
名	

出
生
児	

父
・
母

大
橋
辺	

池
田
　
杏あ
ん
り理	

浩
志
・
早
智

　
〃	

櫛
下
町
倖こ
う
た太	

昌
平
・
江
里
子

佐
　
山	

松
井
玲れ

い

な
衣
奈	

秀
次
・
美
奈
代

佐
　
古	

奥
田
　
旭あ
さ
ひ飛	

能
匡
・
志
緒
里

　
林	

活
田
　
雪ゆ
き
な那	

奨
・
早
苗

	

〃	

川
上
　
紅く
れ
は葉

　	

智
・
由
香

	

〃	

瀬
詰
　
柚ゆ
ず
き希	

涼
平
・
凪
沙

市
　
田	

青
木
　
優ゆ

め芽	

康
彦
・
令
実

「わがやのアイドル」では、
とびっきりかわいい子どもの
写真を募集しています。掲載
希望の人は、総務課へご連絡
ください。
※�先着順ですので、掲
載月が遅れる場合
があります。

手作りゲームに園児夢中 お腹の底から元気な歌声

多彩なコーナーで健康増進

◀︎�

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
む
参
加
者

東角幼稚園PTA秋まつり 幼稚園子ども音楽会

スポレク祭

子どもたちに楽しんでもらおう
と、10月27日、東角幼稚園でPTA
主催の「秋まつり」が行われました。
PTA役員や保護者が、この日のた

めにと、1学期から準備を始め、教
室やホールに手づくりの「アスレチ
ック」や「輪投げ」、「絵合わせ」など
のゲームが所狭しと用意されました。
今年は、子どもたちの大好きな

「ドラえもん」にこだわって出し物
が準備され、園児たちは、ドラえも
んキャップをかぶって夢中になって
ゲームを楽しんでいました。
午後からは、大道芸人によるジャ

グリングなどのパフォーマンスもあ
り、親子一緒に鑑賞しました。

11月13日、中央公民館で町内3
幼稚園の「第32回久御山町立幼稚
園大会 子ども音楽会」が開催され
ました。
毎年、園児の交流を深めることを

目的に開催されています。
この日は、5歳児全員の「手をた
たきましょう」で始まり、3歳児が
「どんぐりころころ」、4歳児が「お
いもゴロゴロ」などを披露。各園を
行き来して合同練習に励んできた園
児たちが、お腹の底から精一杯声を
出していました。身振りを交えて、
ホールいっぱいに響き渡る元気な歌
声に保護者席から盛んに拍手が起こ
っていました。

10月22日、総合体育館で健康づ
くりスポーツレクリエーション祭が
開催されました。スポーツとレクリ
エーションを通じて、健康増進を図
ることを目的に毎年行われています。
初めにダンスエクササイズで体を

ほぐした約250人の参加者は、ペッ
トボトルボウリングや玉入れなどの
スポーツを楽しんだり、血管年齢や
骨密度の測定に長い行列ができてい
ました。また、保健師による健康相
談、久味の会によるすだちや生姜、
はちみつを使ったヘルシージュース
の試飲などもあり、参加者は多彩な
コーナーを満喫していました。▲PTA手作りのゲームを楽しむ園児たち ▲元気な歌声を響かせる5歳児

募集
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わがやの

まちの話題！ア・レ・コ・レ
明るく楽しい話題がありましたら、総務課秘書広報係へ
ご連絡ください。

事業所における自衛消防隊の消防技能の向上と士気の高
揚、自主防火体制の強化を図ることを目的に、10月28日、
中央公園野球場で自衛消防隊訓練大会が開催されました。
この日は、14事業所から26チーム63人が参加。消火
器による初期消火技術を競う消火器操法や、消火栓を使っ
て消火までの迅速さを競う屋内消火栓操法と屋外消火栓操
法で、火災の発見から消防への通報、初期消火までの操法
をチームで協力し、機敏な動きで取り組んでいました。

10月30日、役場コンベンションホールで町社会福祉協議
会主催の「障がい者の集い」が行われました。障害のある
人に親睦を深めてもらおうと毎年開催しているもので、この
日は同協議会役員やボランティアら約80人が参加しました。
午前中は4チームに分かれてのミニ運動会で、熱の入っ

た応援合戦や玉入れ、パン食い競争が行われました。昼食
を挟んで午後からは、和音くみやま作業所の皆さんが「上
を向いて歩こう」などの歌を発表するなど、参加者は楽し
いひと時を過ごし、交流と親睦を深めていました。

久御山町出身の映画監督 清水浩さんによる、久御山町を
舞台にした映画撮影が、10月24日から11月1日にかけて町
内各所で行われました。
地元の活性化を目指すイオンシネマ久御山の試みで、町内

外から公募で選ばれた9歳から70歳代の男女29人が、9月
からレッスンを受け、2本の短編映画に出演。ストーリーは、
出演者の個性を活かした作品を清水監督が書き上げ、藤和田
の大藤神社や巨椋池排水機場などで撮影が進められました。
完成した作品は、12月13日までイオンシネマ久御山で上

映されます。

消火の迅速さ競う

ミニ運動会などで交流

◀︎�

屋
内
消
火
栓
操
法
で
的
を
目
掛
け
て
放
水

す
る
出
場
者

◀︎�

色
別
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
玉
入
れ

自衛消防隊訓練大会

障がい者の集い

片
岡
　
夏な
つ
み海

・
顕け
ん
し
ん信

ち
ゃ
ん

東
浦
　
虎た
い
が雅

ち
ゃ
ん

蔭
山
　
太た
い
ら良

ち
ゃ
ん

初
め
て
の
姉
弟
の
2
シ
ョ
ッ
ト
。二
人
仲
良

く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

B
U
Z
Z
大
好
き
‼︎
や
ん
ち
ゃ
で
元
気
す

ぎ
る
け
ど
、毎
日
楽
し
く
笑
顔
を
あ
り
が
と

♡
宝
物
♡

い
つ
も
ス
テ
キ
な
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
☆
こ

れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
お
話
し
し
よ
う
ね
♡

（
4
歳
・
2
か
月
）

（
2
歳
2
か
月
）

（
1
歳
9
か
月
）

久御山舞台に短編映画製作

▲中央公民館で行われた映画撮影の様子（右から2人目が清水監督）

公募で住民出演
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し尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日(翌日が土曜日、日曜日、祝日の場合はその翌日）に、城
南衛生管理組合☎ 075(631)5171へ連絡してください。

12月21日㈪
１月14日㈭

藤和田、島田、東島田、東ー口（国
道 1 号以東）、森（国道 1 号以東）、
森村東（国道 1 号以東）、野村、野
村村東、佐山、新開地、佐古、清水、
林、市田、田井、荒見、下津屋

12月１日㈫
12月22日㈫
１月15日㈮

大橋辺、北川顔、坊之池、森（国
道 1 号以西）、森村東（国道 1 号以
西）、西ー口、中島、相島、東一口

（国道１号以西）

剪
定
枝
チ
ッ
プ
化
物
の
無
料
配
布

　
　
　

雑
草
抑
制
や
堆
肥
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す

　

城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

の
一
環
と
し
て
、
公
園
な
ど
の
樹
木
・
街
路
樹
・
家
庭

の
庭
木
な
ど
の
剪せ

ん
て
い定
枝
を
チ
ッ
プ
化
し
て
配
布
す
る
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、「
地
域
住
民
向
け
」「
農
家
等
大
口
利
用
者

向
け（
事
前
申
込
必
要
）」
に
分
け
て
無
料
配
布
し
ま

す
。
庭
や
畑
の
雑
草
抑
制
や
マ
ル
チ
ン
グ
材
、
堆
肥
な

ど
に
利
用
で
き
ま
す
。
無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

　

配
布
日
時
／
12
月
14
日
㈪
～
18
日
㈮　

午
前
9
時
～

午
後
4
時（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）　

配
布
対
象
／

城
南
衛
生
管
理
組
合
管
内（
宇
治
市
・
城
陽
市
・
八
幡

市
・
久
御
山
町
・
宇
治
田
原
町
・
井
手
町
）
に
在
住
ま

た
は
在
勤
者　

配
布
場
所
／
旧
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ

ー
（
城
陽
市
寺
田
奥
山
1ｰ

61
）
☎
0
7
7
4（
5
2
）

3
5
8
1
（
ク
リ
ー
ン
21
長
谷
山
）、
ク
リ
ー
ン
ピ
ア

沢（
八
幡
市
八
幡
沢
1
番
地
）
☎
0
7
5（
6
3
1
）

0
8
3
5（
施
設
課
）
※
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
沢
は
地
域
住

民
向
け
の
み

■
農
家
等
大
口
利
用
者
向
け
の
事
前
申
込

　

受
付
日
時
／
12
月
７
日
㈪
～
11
日
㈮　

午
前
9
時
～

午
後
4
時（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）　

配
布
予
定
数

／
各
日
先
着
順
35
台
分　

申
込
／
ク
リ
ー
ン
21
長
谷

山（
城
陽
市
富
野
長
谷
山
１ｰ

2
7
0
）
☎
0
7
7
4

（
5
2
）3
5
8
1

　

注
意　

▼
配
達
は
し
て
い
ま
せ
ん
▼
お
持
ち
帰
り

用
の
袋
や
容
器
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
は
各
自
で
ご
用
意
く

だ
さ
い（
地
域
住
民
向
け
）
▼
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
の
大

口
の
お
持
ち
帰
り
は
、
事
業
所
向
け（
農
家
等
大
口
利

用
者
向
け)

の
配
布
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
▼
引
取
り
用

車
両
は
、
荷
台
を
コ
ン
パ
ネ
な
ど
で
か
さ
上
げ
し
、
必

ず
シ
ー
ト
を
掛
け
運
搬
中
の
飛
散
を
防
止
し
て
く
だ
さ

い
▼
第
三
者
へ
の
販
売
目
的
で
の
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
▼
荒
天
に
よ
り
、
配
布
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
開
催
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
上
記
配
布
場
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

古
紙
・
古
布
は
大
切
な
資
源
で
す

�

～
集
団
回
収
に
補
助
金
交
付
～

　

不
要
に
な
っ
た
新
聞

紙
や
雑
誌
、
段
ボ
ー

ル
、
古
布
は
、
分
別
し

て
地
域
の
集
団
回
収
や

古
紙
回
収
業
者
に
出
し

ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
自
治
会
や
子
ど
も
会
な
ど

の
地
域
団
体
が
継
続
し
て
行
う
古
紙
類

な
ど
の
資
源
回
収
活
動
に
対
し
て
、
補

助
金
を
支
給
し
て
活
動
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
補
助
金
を
受
け
る
に

は
、
事
前
に
団
体
登
録
が
必
要
で
す
。

　

対
象
団
体
／
営
業
を
目
的
と
せ
ず
、

古
紙
類
を
定
期
的
か
つ
継
続
的
に
資
源

回
収
業
者
に
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
る

団
体（
毎
年
、
団
体
登
録
が
必
要
）　

対

象
古
紙
類
／
新
聞
紙
、
雑
誌
、
段
ボ
ー

ル
、
古
布（
ウ
エ
ス
）　

補
助
額
／
回
収

量
１
㎏
あ
た
り
５
円　

申
請
・
問
合
せ

／
環
境
保
全
課

使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
の
回
収

　

町
で
は
、
毎
月
第
２
水
曜
日
に
使
用

済
み
天
ぷ
ら
油
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

公
会
堂
や
集
会
所
な
ど
指
定
の
場
所

に
、
油
の
入
っ
て
い
た
容
器
な
ど
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
役
場
南
側
の
塵
芥
収
集
車
車

庫
内
に
、
平
日
の
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分
ま
で
回
収
場
所
を
常
設
し

て
い
ま
す
。

�

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

家
庭
で
で
き
る
冬
の
省
エ
ネ
対
策

　

冬
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

が
高
ま
る
季
節
で
す
。
家

庭
に
お
け
る
冬
場
の
省
エ

ネ
対
策
で
意
識
的
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
の

は
、「
断
熱
」
と
「
給
湯
」
で
す
。

　

こ
の
冬
も
省
エ
ネ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
エ
ア
コ
ン
、
ガ
ス
・
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

　

▼
設
定
温
度
は
20
℃
を
目
安
に
し
、
着
る
も
の
で
工

夫
し
ま
し
ょ
う
▼
外
出
時
や
就
寝
時
は
15
分
位
前
に
暖

房
を
切
り
、
余
熱
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
▼
暖
房
は
下
向

き
に
送
風
し
、
扇
風
機
で
室
内
の
空
気
を
循
環
さ
せ
る

と
効
果
的
で
す

■
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
電
気
こ
た
つ

　

▼
カ
ー
ペ
ッ
ト
と
床
の
間
に
断
熱
マ
ッ
ト
を
敷
く
な

ど
、
熱
が
床
か
ら
逃
げ
な
い
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
▼
こ

ま
め
な
温
度
調
整
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

■
温
水
洗
浄
便
座

　

▼
使
用
し
な
い
と
き
は
、
便
座
の
ふ
た
を
閉
め
て
放

熱
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
▼
寒
さ
に
合
わ
せ
て
、
便
座
の
保

温
や
温
水
の
温
度
調
整
を
し
ま
し
ょ
う

■
お
風
呂
・
シ
ャ
ワ
ー

　

▼
浴
槽
の
湯
量
に
注
意
し
、
間
隔
を
空
け
ず
に
入
浴

し
ま
し
ょ
う
▼
シ
ャ
ワ
ー
の
出
し
っ
ぱ
な
し
は
や
め
ま

し
ょ
う
▼
洗
濯
は
、
お
風
呂
の
残
り
湯
を
利
用
し
て
ま

と
め
て
洗
い
ま
し
ょ
う

■
そ
の
他

　

▼
テ
レ
ビ
画
面
は
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設
定
し
、
冷
蔵

庫
の
設
定
温
度
を
「
弱
」
に
し
ま
し
ょ
う

�
問
合
せ
／
環
境
保
全
課

年末年始の臨時収集（有料）の予
約は、受付件数に限りがありますの

年末年始のし尿収集 で、お早目にお願いします。
また、定期収集に関するお問い合
せは、年末は12月28日㈪ 午後5時
15分までとなっています。年始は1

月4日㈪ 午前8時30分以降にご連絡
ください。

連絡先／城南衛生管理組合　業務
課　☎075（631）5171

暖房便座はふたを
閉めましょう
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12月のごみ・し尿収集日環境保全のコーナー

11月1日現在  久御山町の人口  16,385人（男8,122人、女8,263人）　世帯数6,872

町公共機関電話番号等

課別ダイヤルイン等
総 務 課 ☎ 631-9991/45-3922

somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

長寿健康課 ☎ 631-9903/45-3904
choju@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

075（632）5933

税 務 課 ☎ 631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp

環境保全課 ☎ 631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

行財政課 ☎ 631-9992/45-3924
gyozai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

国保医療課 ☎ 631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

住民福祉課 ☎ 631-9902/45-3902
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

都市整備課 ☎ 631-9961/45-3912
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

産 業 課 ☎ 631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

議会事務局 ☎ 631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

075（631）6129

学校教育課 ☎ 631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp

消防本部 ☎ 631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

上下水道課 ☎ 631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

会 計 課 ☎ 631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

社会教育課 ☎ 631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

図 書 館 ☎ 0774（45）0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）5690

久御山町役場（代表）　　　　☎ 075（631）6111/0774（45）0001　　075（632）1899

まちの駅クロスピアくみやま

健康センター いきいきホール

ふれあい交流館 ゆうホール

子育て支援センター あいあいホール

体育協会（総合体育館内）

総合体育館

老人福祉センター 荒見苑

社会福祉協議会

中央公民館

御牧保育所
佐山保育所
宮ノ後保育所
御牧幼稚園
佐山幼稚園
東角幼稚園

☎ 075（632）2300　　075（632）2001

☎ 0774（41）3466　　0774（44）1199

☎ 0774（44）2205　　0774（44）2203

☎ 0774（45）0002　　0774（46）5610

☎ 0774（41）2263　　0774（41）2283

☎ 0774（44）3700　　0774（44）2203

☎ 0774（44）3405　　0774（44）7801

☎ 075（631）0022　　075（632）3001

☎ 075（631）1000　　075（632）0031
☎・　 075（631）2475
☎・　 0774（43）2970
☎・　 0774（43）4906
☎・　 075（631）4531
☎・　 0774（43）8644
☎・　 0774（44）4966

燃やすごみ

月・木
佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、
市田、鈴間、田井、荒見、下津屋、
下津屋サンハイツ、島田、東島
田、森、坊之池、野村、村東

火・金

松陽台、サンタウン佐山、佐山
サンハイツ、栄１・２丁目、栄
３・４丁目、ハイツ西宇治、清水、
林、西武西林、ミサワ林、大橋
辺、北川顔、藤和田、近協パレ
ス、中島、西一口、東一口、相島、
下津屋団地、東佐山団地、久御
山団地 （17 棟～ 29 棟前のごみ
集積所）

水・金
久御山団地 （３棟～５棟、７棟、
10 棟 ～ 14 棟、34 棟 ～ 41 棟、
43 棟～ 44 棟前のごみ集積所）

燃やさないごみ

月
松陽台、サンタウン佐山、佐
山サンハイツ、大橋辺、北川
顔、藤和田、近協パレス、中島、
西一口、東一口、相島

火 佐古、新開地、佐山、籾池、双
栗、市田、鈴間

水 東佐山団地、久御山団地

木
栄１・２丁目、栄３・４丁目、清
水、ハイツ西宇治、林、西武西
林、ミサワ林

金
田井、荒見、下津屋、下津屋
サンハイツ、下津屋団地、島
田、東島田、坊之池、森、野村、
村東

プラマーク製品

月
栄１・２丁目、栄３・４丁目、清
水、ハイツ西宇治、林、西武西
林、ミサワ林

火
島田、東島田、坊之池、森、野村、
村東、田井、荒見、下津屋、下
津屋団地、下津屋サンハイツ

水 東佐山団地、久御山団地

木
松陽台、サンタウン佐山、佐山
サンハイツ、大橋辺、北川顔、
藤和田、近協パレス、中島、西
一口、東一口、相島

金 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、
市田、鈴間

大型ごみ
　年末の大型ごみ（有料）の収集は、12月24日㈭が最終
日です。申込は、23日(水)までです。ただし、予約状況
により年内の収集をお断りする場合もあります。年始の
受付は、１月４日㈪からです。収集は７日㈭からです。

リサイクルごみ
ペ ッ ト ボ ト ル
紙 パ ッ ク

缶 類
び ん 類

2 日（ 第 1 水 曜 日 ） 9日（ 第 2 水 曜 日 ）
16日（ 第 3 水 曜 日 ） 23日（ 第 4 水 曜 日 ）
30日（第５水曜）は収集はありません。

燃やすごみ 燃やさないごみ
プラマーク製品

28日㈪ 通常どおり収集します
29日㈫ 通常どおり収集します
30日㈬ 全地域収集 通常どおり収集します
31日㈭～
1月 3日㈰ 収集はありません

1月 4日㈪ 通常どおり収集します

＊年末年始は、特別収集をします。収集日をご確認ください。
　収集時間は通常と異なる場合がありますのでご注意ください。
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ヘルシークッキング

この広報は、環境にやさしい植物インキ、再生紙を使用していますこの広報は、環境にやさしい植物インキ、再生紙を使用しています

エネルギー　194キロカロリー／ 1人分
塩分　　　　1.0 グラム

　鮭にはEPAが含まれており、血栓予防に効
果があります。さらに、ビタミンＤはカルシウ
ムの吸収を高め、骨粗しょう症の予防効果も
あり、酢を使うことで吸収力をさらに上げます。

食生活改善推進員協議会「久味の会」

vol.203 鮭の焼き南蛮風

作り方 ①玉ねぎは縦薄切り、にんじ
んは皮をむいて斜め薄切り

にしてからせん切り、パプ
リカはヘタと種を取って縦
せん切りにする。Ａは混ぜ
合わせておく。
鮭は水気をふき、塩とこ
しょうを両面に振って小麦
粉を薄くまぶす。
フライパンにサラダ油を中
火で熱し、鮭を身のほうか

②

③

●材料（4人分）

A

鮭
パプリカ(黄 )
にんじん
玉ねぎ
サラダ油
ごま油
小麦粉
塩・こしょう

鶏ガラスープ
水
砂糖
しょうゆ
片栗粉
酢

４切れ
１個半
小1本
60g
大さじ１
小さじ2
適量
各少々

小さじ1/2
適量
大さじ１
大さじ1
小さじ１
大さじ1小さじ1

ら先に焼き裏返す。出てき
た油をペーパータオルでふ
き取りながら、カリッと焼
く。
フライパンを洗ってふき、
ごま油を中火で熱し、玉ね
ぎ、にんじん、パプリカを
炒める。Ａを加え、とろみ
がついたら「③」にかける。

④

平
成
27
年
12
月
1日
号

☎
075（

631）6111　
0774（

45）0001　
FAX 075（

632）1899　
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110番消費生活消費生活 vol.205

　10月からマイナンバーが通知さ
れることに関連して、「口座番号を
教えてほしい」、「個人情報を調査す
る」などといった不審な電話等に関
する相談が、全国の消費生活セン
ターに寄せられています。
【事例】「マイナンバー制度について
訪問して説明したい」という不審な
電話があった。
　☞アドバイス 町の職員等がご自
宅に伺い、マイナンバー制度を説明
することはありません。そのような
電話があれば、すぐに切るようにし
ましょう。
【事例】「マイナンバーコールセン
ター」を名乗る者から、町内の事業主
に対し、「マイナンバーは保護しなけ
ればならない。今なら安く保護でき
る」という旨の電話があった。
　☞アドバイス コールセンター
が、問い合わせたことのない人に電
話をかけることはありません。

【事例】「マイナンバー確定のお知ら
せ」という件名で、「マイナンバーが確
定したので、記載のURLにて確認し
てください」などと書かれたメールが
送られてきた。
　☞アドバイス 総務省からそのよう
なメールを送ることはありません。久
御山町でも、住民の皆さんにメールで
マイナンバーをお知らせすることは
ありません。URLをクリックせず、メ
ールを削除するようにしましょう。
【事例】「内閣官房認定企業」という名
称で「総合サイト利用により滞納金が
発生している。このまま放置すると
マイナンバーの発行ができなくなる。
メール記載のURLをすぐにクリック
して手続きをするように」という内容
のメールが届いた。
　☞アドバイス マイナンバーのこと
がメールで通知されることはありま
せん。これは架空請求の手口ですの
で、URLをクリックせず、メールは削

除するようにしましょう。
　制度が分からないからといって、
分からないまま相手の言いなりに
なってはいけません。
　マイナンバー制度に便乗した不
審な電話はすぐに切り、来訪があっ
ても断るようにしましょう。
　マイナンバーの通知カード、個人
番号カードやその他のマイナン
バー制度については、マイナンバー
総 合 フリー ダ イ ヤ ル（ 0120

（95）0178）にお問合せください。
　万が一、トラブルに巻き込まれた
ら、一人で悩まず京都府消費生活安
全 セ ン タ ー ☎
075（671）0004、
京都府山城広域
振興局商工労働 
観光室☎0774（2 
1）2103または役 
場産業課へご相
談ください。

マイナンバーに便乗した不審電話
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